
　
昨
年
12
月
１
日
（
土
）、

年
末
年
始
特
別
警
戒
出
陣
式

が
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
や

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
、
宗
像
地
区
防
犯
協

会
、
防
犯
団
体
、
福
津
市
な

ど
22
団
体
、総
勢
77
台
の「
青

パ
ト
」
が
集
合
し
ま
し
た
。

こ
の
出
陣
式
は
、
防
犯
や
事

故
の
抑
止
と
地
域
社
会
の
絆

の
強
化
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
10
月
末
日
現
在
、
県

内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
６
万

８
０
５
件
で
、
昨
年
比
７
５

２
件
減
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
宗
像
地
区
で
の
犯
罪
件

数
は
６
７
３
件
で
、
昨
年
比

92
件
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
撲
滅
に
向
け
て
一
層

の
活
動
が
必
要
で
す
。

　
市
内
で
は
、「
犯
罪
か
ら

ま
ち
を
守
り
、
犯
罪
者
を
つ

く
ら
な
い
た
め
に
は
、
地
域

住
民
の
積
極
的
な
活
動
が
大

切
」
と
い
う
強
い
思
い
で
、

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
を
中
心
に
、
青
色
回

転
灯
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
が

日
々
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
防
犯

に
力
を
入
れ
、
不
審
な
人
物

を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
警
察

へ
通
報
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の
防
犯
活
動
に

感
謝
し
ま
す

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載してい
る市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０

第22回

　
昭
和
36
年
に
鹿
児
島
本
線

が
電
化
さ
れ
、
高
度
経
済
成

長
と
併
せ
る
よ
う
に
旧
宗
像

市
域
で
は
、
昭
和
40
年
ご
ろ

に
森
林
都
市
団
地
（
自
由
ヶ

丘
）
や
住
宅
公
団
団
地
（
日

の
里
）
な
ど
が
造
成
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
家
庭
に
電

気
、
ガ
ス
、
水
道
が
普
及
し
、

「
生
活
革
命
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
生
活
様
式
が
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
服
装
や
食
事

も
洋
風
化
が
進
み
ま
し
た
。

　
旧
宗
像
市
や
旧
玄
海
町
の

米
作
り
を
主
と
し
た
農
村
で

は
、
牛
や
馬
を
使
っ
て
田
を

耕
し
、
除
草
や
収
穫
な
ど
は

人
力
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
村
の
人
々
が
協
力
し
、

一
列
に
並
ん
で
田
植
え
を
し

て
い
た
様
子
は
今
で
は
懐
か

し
い
光
景
で
す
。

　
昭
和
40
年
代
に
な
る
と
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
導
入

で
、
人
力
で
の
農
作
業
か
ら

機
械
で
の
農
作
業
へ
と
変
わ

り
ま
し
た
。そ
れ
と
と
も
に
、

農
村
は
専
業
農
家
か
ら
兼
業

農
家
へ
移
り
は
じ
め
、「
じ

い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
・

母
ち
ゃ
ん
」
の
３
人
が
農
作

業
の
主
体
を
担
う
「
三
ち
ゃ

ん
農
業
」
と
呼
ば
れ
る
農
家

が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
農

村
に
も
電
化
製
品
が
普
及

し
、
農
村
の
風
景
も
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
に
入
り
、
漁
船
が
本

格
的
に
機
械
化
さ
れ
る
ま
で

は
、木
造
の
帆
舟
や
艪
舟（
ろ

ぶ
ね
）
で
漁
を
し
て
い
た
た

め
、
鐘
崎
や
神
湊
の
漁
村
に

は
船
を
造
り
、
修
理
を
す
る

船
大
工
や
工
具
、
釘
な
ど
を

一
つ
一
つ
手
作
り
す
る
鍛
冶

屋
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

船
が
機
械
化
・
大
型
化
し
、

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
で

造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
徐
々
に
数
を
減
ら
し
、

今
残
っ
て
い
る
の
は
わ
ず
か

で
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
や
冷
蔵
設

備
が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
魚
介

類
の
長
期
保
存
が
難
し
く
、

消
費
地
が
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
漁
師
が

水
揚
げ
し
た
魚
介
類
を
す
ぐ

に
売
れ
る
よ
う
に
、
魚
商
を

営
む
家
が
各
漁
村
に
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
動
車
や

冷
蔵
設
備
の
発
達
で
、
遠
く

ま
で
新
鮮
な
魚
を
運
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
大
型

ス
ー
パ
ー
の
進
出
で
、
魚
商

を
営
む
家
も
ほ
と
ん
ど
見
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
大
島
や
地
島
な
ど
の
島
の

暮
ら
し
は
、
漁
村
と
農
村
の

生
活
を
併
せ
持
つ
暮
ら
し
と

い
え
ま
す
が
、
島
を
出
る
た

め
に
は
船
が
必
要
で
、
交
通

手
段
と
し
て
の
渡
船
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

昭和5年ごろの鐘崎海岸（織幡神社付近）

　
大
島
で
は
、
神
湊
と
結
ぶ

渡
船
業
が
江
戸
時
代
か
ら
営

ま
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代

に
は
櫓
（
ろ
）
を
こ
ぎ
、
沖

合
で
帆
に
風
を
受
け
、
約
４

時
間
か
け
て
渡
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
地
島
の
渡
船
は
、
平
成
24

年
に
神
湊
航
路
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
鐘
崎
と

の
間
で
運
航
し
て
い
ま
し

た
。
地
島
の
海
上
交
通
の
歴

史
は
古
く
、
江
戸
時
代
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、

神
湊
か
ら
大
島
と
地
島
に
定

期
運
航
し
て
い
る
渡
船
は
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
判
田
博
明
）

ま
ち
の
暮
ら
し

農
村
の
暮
ら
し

漁
村
の
暮
ら
し

島
の
暮
ら
し

　海の道むなかた館では、宗像の「島」「漁村」「農村」「町」の暮らしを
テーマに、昭和のなつかしい写真や生活道具などを展示します。
　宗像各地の昔の暮らしを知る
良い機会です。みなさん、ぜひ
来てください。入場無料。

　海の道むなかた館では、宗像の「まち」「農村」「漁村」「島」の暮らしを
テーマに、昭和のなつかしい写真や生活道具などを展示します。
　宗像各地の昔の暮らしを知る良い機会です。みなさん、ぜひ来てく
ださい。入場無料。
●期間
　1月16日（水）～４月21日（日）
9：00～18：00
＊月曜日は休み（月曜日が祝日
の場合はその翌日）
●場所
　海の道むなかた館
■問い合わせ先
　海の道むなかた館
　　　　　　  ☎（62）２６００

【なつかしの暮らし展】

「すき」を馬に引かせて
農地を耕す様子（昭和10年ごろ）
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終
戦
後
、
目
覚
し
い
復
興
を
遂
げ
た
日
本
は
、
高
度

経
済
成
長
の
波
に
乗
り
、生
活
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
道
路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
物
流
の
中
心
が

鉄
道
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
急
速
に
移
り
変
わ
り
、
各
家
庭

へ
の
自
動
車
の
普
及
は
人
々
の
行
動
範
囲
を
広
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
郊
外
に
大
型
店
を
進
出
す
る
契
機
と
な

る
な
ど
、
市
民
の
生
活
様
式
は
一
変
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
移
り
行
く
宗
像
の
原
風
景
を
地
域
ご
と
に
紹
介
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

郷
土
文
化
学
習
交
流
課
（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

　

☎
（
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1〜７ ７〜10 11 12 13・14 14〜21 22

行政 学びの里 男女共同参画 カレンダー 環境 お知らせ 健康・福祉

みんなで砲台跡での記念撮影
「大島女神ウオーク」（15ページ）

もっと宗像を良くするために　むなかた改善会議� 2〜3
増える医療費、減る国保税収…、「国保財政の現状と未来」� 6

申告はお早めに！、「還付申告センター」を利用してください�16〜18
みなさんの意見を反映、「パブリック・コメント」� ７

宗像の子育て環境に大満足です、「子どもの未来が育つまち」� ８

データで見る男女共同参画（国際比較編）、「メッセージ」� 11

使用済みてんぷら油は分別収集で出しましょう、「みんなで３R」� 13

注文もしていないのに強引に送られてくる健康食品、「転ばぬ先の杖」� 21

みなさんの愛の贈り物　広げよう献血の輪、「健康むなかた21」� 22

な
つ
か
し
の

暮
ら
し

今ではすっかり姿を変えた昭和14年ごろの赤間駅
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行　政

●
内
容
／
担
当
課

　「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
」の
整
備
・
運
行
、

大
島
で
の
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し

た
公
共
交
通
の
整
備
、
路
線
バ

ス
の
廃
止
に
関
す
る
協
議
な
ど

／
生
活
安
全
課

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
個
別
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

コ
ス
ト
低
減
策
と
し
て
、
タ

ク
シ
ー
利
用
の
助
成
を
実
施

し
て
は
ど
う
か

▽
バ
ス
車
内
で
、
イ
ベ
ン
ト
や

観
光
情
報
な
ど
を
発
信
し
、

利
用
者
数
を
増
加
さ
せ
る
策

の
検
討
が
必
要
な
ど

●
市
の
方
針

　
バ
ス
の
利
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
利
用
者
数

の
状
況
を
確
認
し
て
、
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
制
度
を
検
討

●
内
容
／
担
当
課

　
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
が
策
定
・
実
行
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
策
定

支
援
な
ど
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
地
域

住
民
が
地
域
課
題
を
把
握
す

る
方
法
と
し
て
必
要

▽
計
画
の
策
定
や
見
直
し
過
程

を
、
計
画
の
住
民
周
知
に
生

か
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
な
ど

●
市
の
方
針

▽
地
域
と
一
緒
に
既
存
の
計
画

や
計
画
策
定
過
程
の
周
知
方

法
を
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
共
に
検
証
し
、
地
域
住
民

へ
の
周
知
を
実
施

▽
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
一
緒

に
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進
行

管
理
を
実
施

●
内
容
／
担
当
課

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

親
同
士
が
交
流
す
る
場
、
子
育

て
情
報
を
収
集
・
発
信
す
る
場

の
提
供
な
ど
／
子
ど
も
育
成
課

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
拡
充
が

必
要
。
増
築
し
た
分
、
職
員

を
増
や
し
て
安
全
対
策
や
相

談
を
受
け
る
十
分
な
体
制
を

構
築
す
る
べ
き

▽
今
後
の
人
口
動
向
を
踏
ま

え
、
事
業
計
画
を
実
施
す
る

べ
き
な
ど

●
市
の
方
針

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
を
増
員
し
、
安
全
対
策
と

相
談
体
制
を
強
化

▽
人
口
動
向
や
利
用
状
況
な
ど

を
検
証
し
、事
業
計
画
に
反
映

●
内
容
／
担
当
課

　
家
周
り
の
草
取
り
支
援
事
業

や
ふ
と
ん
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
住
宅
改
造
費
助
成
事
業
を

実
施
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
え
て
い
く

の
で
、
行
政
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
く
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
協
働
な
ど
を
検
討
す
る

べ
き

▽
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
基
準
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
所
得
で
の
制
限
や
利

用
者
負
担
の
増
加
を
検
討
す

る
べ
き
な
ど

●
市
の
方
針

▽
高
齢
者
支
援
の
全
般
で
、
地

域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
の
協
働
を
強
化

▽
事
業
の
廃
止
も
含
め
、
必
要

性
を
再
検
討

●
内
容
／
担
当
課

　
健
康
上
、
特
に
注
意
を
要
す

る
人
に
対
し
て
緊
急
通
報
装
置

を
設
置
、
定
期
呼
び
か
け
、
緊

急
通
報
時
の
対
応
な
ど
／
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
ア
ナ
ロ
グ
電
話
回
線
に
限
定

さ
れ
る
現
行
シ
ス
テ
ム
の
改

良
や
、
他
の
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
を
検
討
す
る
べ
き

▽
利
用
者
の
家
族
に
も
、何
ら
か

の
負
担
を
求
め
る
べ
き
な
ど

●
市
の
方
針

▽
利
用
シ
ス
テ
ム
内
容
と
民
間

シ
ス
テ
ム
へ
の
補
助
制
度
を

検
討

▽
利
用
者
実
態
調
査
を
実
施

し
、
家
族
に
対
し
て
見
守
り

支
援
を
依
頼

●
内
容
／
担
当
課

　
正
助
ふ
る
さ
と
村
の
維
持
管

理
、
市
民
農
園
の
運
営
、
農
業

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
／

農
業
振
興
課

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
事
業
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
収
益
構

造
を
明
確
に
し
、
メ
リ
ハ
リ

を
付
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
を
す
る
べ
き

▽
６
次
産
業
化
（
＊
）
や
地
産

地
消
の
推
進
な
ど
、
外
部
人

材
の
活
用
で
地
域
農
業
を
活

性
さ
せ
る
役
割
を
担
う
べ
き

▽
も
っ
と
広
く
市
民
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ

や
募
集
を
す
る
べ
き
な
ど

●
市
の
方
針

▽
事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
収
益

状
況
を
再
点
検
し
、
重
点
化

を
図
る
検
討
会
を
開
催

▽
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
た

め
、
外
部
人
材
の
導
入
を
検

討
▽
市
広
報
紙
な
ど
を
積
極
的
に

活
用
し
、
市
民
の
施
設
利
用

を
促
進

（
＊
）
農
産
物
の
生
産
だ
け
で

な
く
、
加
工
し
販
売
す
る
こ

と
で
、
農
業
者
が
多
く
の
利

益
に
関
わ
れ
る
仕
組
み

正助ふるさと村での農業体験事業

移動手段を持たない市民が
買い物や通院などに利用する「ふれあいバス」

子育て中の親同士が交流する場となっている
「子育て支援センター」

【
３
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】

も
っ
と
宗
像
を
良
く
す
る
た
め
に

　�
 

む
な
か
た
改
善
会
議

　

市
で
は
、
外
部
の
視
点
で
の
議
論
を
通
じ
、
市
事
業
の
改
善
点
の
指
摘
や
提
案

を
受
け
る
こ
と
を
目
的
に
「
む
な
か
た
改
善
会
議
」
を
昨
年
10
月
13
日
、
市
役
所

で
実
施
し
ま
し
た
。
11
事
業
に
対
し
、
有
識
者
の
専
門
改
善
人
と
無
作
為
で
選
出

し
た
市
民
改
善
人
か
ら
、
多
く
の
提
案
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
、
市
の
方
針
が

決
定
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
詳
し
い
内
容
は
、
市
ＨＰhttp://w

w
w
.city.m

unakata.lg.jp/

で
確
認
可

■
問
い
合
わ
せ
先　

経
営
企
画
課　

☎
（
36
）
１
１
９
２

公
共
交
通

�

整
備
事
業

ま
ち
づ
く
り
計
画

�

策
定
事
業

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�

運
営
事
業

在
宅
生
活

�

支
援
事
業

緊
急
通
報
体
制
等

�

整
備
事
業

正
助
ふ
る
さ
と
村

�

施
設
管
理
事
業



（3） 平成25年1月15日 No.236むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

市
内
２
カ
所
（
市
役
所
、
サ
ン

リ
ブ
く
り
え
い
と
宗
像
店
）
に

設
置
し
て
い
る
自
動
交
付
機
で

取
得
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
一
世
帯
の
人
は
、

市
内
の
コ
ミ
セ
ン
（
大
島
コ
ミ

セ
ン
を
除
く
）
で
の
交
付
も
可

能
で
す
。
こ
の
場
合
も
本
人
確

認
書
類
が
必
要
で
す
。
コ
ミ
セ

ン
で
の
交
付
は
、
事
前
に
各
コ

ミ
セ
ン
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　

☎
（
��
）
１
１
２
６

●
内
容
／
担
当
課

　
下
水
道
計
画
区
域
外
や
地
形

な
ど
の
理
由
で
、
下
水
道
へ
の

接
続
が
で
き
な
い
住
宅
な
ど

に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

費
用
を
補
助
／
下
水
道
課

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
市
広
報
紙
や
戸
別
の
説
明
な

ど
で
、
浄
化
槽
の
仕
組
み
や

維
持
経
費
な
ど
の
説
明
を
す

る
べ
き

▽
他
自
治
体
と
比
較
し
て
補
助

額
が
高
額
な
の
で
、
こ
れ
以

上
引
き
上
げ
る
必
要
は
な
い

な
ど

●
市
の
方
針

▽
こ
れ
ま
で
運
用
し
て
き
た
補

助
制
度
と
の
公
平
性
で
、
補

助
金
の
増
額
は
実
施
し
な
い

▽
合
併
浄
化
槽
未
設
置
者
の
状

況
把
握
を
実
施

▽
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
、
補
助
制
度
と
合

併
処
理
浄
化
槽
の
仕
組
み
な

ど
の
周
知
を
実
施

●
内
容
／
担
当
課

　「
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み
を

実
施
／
自
然
環
境
課

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
小
学
生
が
子
ど
も
版
環
境
家

計
簿
に
取
り
組
め
ば
、
家
族

全
体
を
巻
き
込
む
こ
と
に
な

り
、
節
電
・
省
エ
ネ
行
動
が

市
民
に
広
が
る

▽
市
役
所
で
の
率
先
行
動
を
さ

ら
に
充
実
し
、
Ｐ
Ｒ
を
強
化

す
る
べ
き
な
ど

●
市
の
方
針

▽
子
ど
も
版
環
境
家
計
簿
の
取

り
組
み
を
、
小
学
校
を
通
じ

て
呼
び
か
け
、
参
加
率
の
増

加
を
図
る

▽
市
民
や
事
業
者
の
行
動
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
と
す
る
た

め
、
市
役
所
の
節
電
・
省
エ

ネ
行
動
を
広
く
公
表

●
内
容
／
担
当
課

　
子
育
て
世
帯
な
ど
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
市
の
居
住
環

境
の
良
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
／
定
住

化
推
進
室

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
ブ

ラ
ン
ド
化
と
個
別
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
べ
き

▽
「
宗
像
の
良
さ
」
に
関
す
る

市
民
の
生
の
声
を
情
報
発
信

す
る
べ
き
な
ど

●
市
の
方
針

▽
子
育
て
世
帯
や
新
婚
世
帯
を

対
象
に
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
▽
市
民
の
声
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
新
聞
広
告
な
ど
を
通
じ

て
発
信

●
内
容
／
担
当
課

　「
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
」
を

運
営
。
市
街
化
区

域
内
の
土
地
利
用

の
見
直
し
、
未
利

用
地
の
活
用
な
ど

を
検
討
／
定
住
化

推
進
室

●
改
善
人
か
ら
の

指
摘
や
提
案

▽
「
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
」

は
、
物
件
の
発

掘
を
市
が
担
当

し
、
情
報
発
信

は
民
間
に
一
本
化
し
て
は
ど

う
か

▽
物
件
所
在
地
の
地
域
特
性

（
住
宅
団
地
、
農
村
、
漁
村
、

離
島
）
に
応
じ
た
戦
略
が
必

要
な
ど

●
市
の
方
針

▽「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」

は
、
市
が
実
施
す
る
こ
と
で

安
心
感
を
与
え
、
ま
た
、
ま

ち
の
情
報
を
一
体
的
に
発
信

す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

た
め
、
従
来
ど
お
り
実
施

▽
「
子
育
て
世
帯
、新
婚
世
帯
」

を
対
象
と
し
た
画
一
的
な
取

り
扱
い
を
改
め
、
物
件
所
在

地
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
取

り
扱
い
に
変
更

●
内
容
／
担
当
課

　
中
古
住
宅
を
購
入
か
、
民
間

　
住
民
票
と
は
、
そ
の
市
町
村

の
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
個
々

の
住
民
に
関
す
る
事
項
を
記
録

し
て
い
る
帳
票
で
す
。

　
一
般
的
に
、「
氏
名
」「
出
生

の
年
月
日
」「
男
女
の
別
」「
現

在
の
住
所
」「
住
民
と
な
っ
て

住
み
始
め
た
年
月
日
と
届
け
出

し
た
年
月
日
」「
従
前
の
住
所
」

を
記
載
し
、
住
所
を
管
轄
す
る

市
役
所
で
、
記
録
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
住
民
票
の
請
求
方
法
】

　
運
転
免
許
証
の
取
得
や
車
の

購
入
な
ど
で
、
住
民
票
の
写
し

住
民
票
は

�

ど
う
や
っ
て
請
求
す
る
の
？

行　政

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
住
民

票
の
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

市
民
課
窓
口
（
市
役
所
本
館
１

階
）
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
住
民
票
の
請
求
時
に

�

必
要
な
も
の
】

●
本
人
か
同
一
世
帯
の
人
が
請

求
す
る
場
合

▽
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
顔

写
真
付
き
の
証
明
書
は
１
つ
、

健
康
保
険
証
な
ど
顔
写
真
付

き
で
な
い
証
明
書
は
２
つ
）

●
代
理
人
（
同
一
世
帯
で
な
い

むなかた改善会議の様子
手前は議論を見守る傍聴人

省エネ行動の呼びかけを実施する
ポスターコンクール入賞作品

【
２
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
】

人
）
が
請
求
す
る
場
合

▽
請
求
者
本
人
が
書
い
た
委
任

状
▽
窓
口
に
来
た
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
は

１
つ
、
健
康
保
険
証
な
ど
顔

写
真
付
き
で
な
い
証
明
書
は

２
つ
）

【
市
民
課
窓
口
以
外
で
の

請
求
方
法
】

　
住
民
票
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を

登
録
し
て
い
る
市
民
カ
ー
ド

（
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
や
ふ
れ
あ

い
カ
ー
ド
な
ど
）を
使
用
し
て
、

インターネットで市内の住宅と
土地の情報を発信する「空き家・空き地バンク」

合
併
処
理
浄
化
槽

�

整
備
事
業

地
球
温
暖
化

�

対
策
事
業

居
住
環
境
・

�

定
住
Ｐ
Ｒ
事
業

住
宅
市
場

�

活
性
化
事
業

住
宅
購
入

�

支
援
事
業

住
宅
を
賃
貸
し
、
定
住
す
る
子

育
て
世
帯
や
新
婚
世
帯
に
、
補

助
金
を
交
付
／
定
住
化
推
進
室

●
改
善
人
か
ら
の
指
摘
や
提
案

▽
他
自
治
体
が
追
随
す
る
前

に
、
子
育
て
世
帯
や
新
婚
世

帯
に
宗
像
市
に
住
ん
で
も
ら

う
た
め
、
家
賃
補
助
に
資
源

を
集
中
す
る
べ
き

▽
住
宅
購
入
支
援
事
業
の
Ｐ
Ｒ

は
、
結
婚
式
場
、
結
婚
情
報

誌
、
産
婦
人
科
医
院
な
ど
で

も
実
施
す
る
べ
き
な
ど

●
市
の
方
針

▽
家
賃
補
助
を
中
心
と
し
て
Ｐ

Ｒ
を
実
施

▽
結
婚
情
報
誌
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル

カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ

を
実
施



任期付職員、臨時職員募集
No.236 むなかたタウンプレス 平成25年1月15日 （4）

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

行　政

臨　時　職　員　（非常勤任用）
募集区分 地域包括支援センター 大島診療所

選考方法 書類選考と面接で決定。履歴書は返却不可（不採用の場合は全て破棄）

業務内容 高齢者の権利擁護（成年後見制度利用支援、虐待対応など）業務 看護業務など

応募要件 社会福祉士の資格を持ち、権利擁護業務の実務経験がある普通自動車運転免
許（ＡＴ限定可）保持者 准看護師以上の資格を持ち、実務経験がある人

任用期間 ４月１日（月）〜平成26年３月31日（月）　＊更新の場合あり

勤務日数 月16日程度
＊土・日曜日、祝日、年末年始は休み

１週間に29時間未満
＊土曜日の午後、日曜日、祝日、年末年始は休み。半日勤務の場合あり

勤務時間 8:30〜17:00　＊45分の休憩あり 8:30〜16:00　＊60分の休憩あり

勤 務 地 地域包括支援センター（市役所北館１階） 大島診療所（大島）

賃　　金 月額17万円 　　　　　▽大島地区から通勤する場合＝月額16万円
　　　　　▽大島地区以外から通勤する場合＝月額17万7,820円

待　　遇 年次有給休暇、社会保険、雇用保険あり　＊交通費、その他の手当支給なし 年次有給休暇、社会保険、雇用保険あり
＊交通費、その他の手当支給なし、白衣の貸与あり

募集人数 １人 １人

面 接 日 １月29日（火）　＊詳細は申込受付後、電話で連絡 ２月24日（日）　＊詳細は２月15日（金）以降に通知

申込方法

１月25日（金）必着で、市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入し、資格証
の写しを添えて、地域包括支援センターへ次のいずれかの方法で申し込む
▽郵送（住所不要）＝〒811-3492／地域包括支援センター宛て
▽直接窓口（市役所北館１階）へ持参
＊受付は月〜金曜日の8:30〜17:00

２月15日（金）までに、願書に必要事項を記入し、資格証の写しを添えて、国
保医療課国民健康保険係へ次のいずれかの方法で申し込む
▽郵送（住所不要）＝〒811-3492／国保医療課国民健康保険係宛て
＊郵送の場合は当日消印有効
▽直接窓口（市役所本館１階）へ持参
＊受付は月〜金曜日の8：30〜17：00
＊願書は、窓口、大島診療所で配布か、市ＨＰ http://www.city.munakata.
lg.jp/→「市内にお住まいの方」→「職員採用」からダウンロード可

問い合わせ先 地域包括支援センター　☎（36）１２８５ 国保医療課国民健康保険係　☎（36）１３６３

任　期　付　職　員
募集区分 介護保険課 郷土文化学習交流課

選考方法 採用試験で決定。申込書類は返却不可（不採用の場合は全て破棄）

業務内容 宗像市・福津市介護認定審査会業務（認定審査会資料精査、認定審査会出席、
要介護認定調査など）

埋蔵文化財発掘調査の監督と考古学的遺構・遺物の実測、発掘調査報告書の
作成、土地開発に伴う文化財事前審査、史跡などの内容確認調査、文化財の保
存・活用など

応募要件 介護支援専門員、保健師、看護師のいずれかの資格を持つ人 ４月１日（月）現在、学芸員の資格を持つ人

任用期間 ４月１日（月）～平成28年３月31日（木）

勤務日時 市職員に準じる　＊特別勤務あり

勤 務 地 介護保険課（市役所北館１階） 郷土文化学習交流課（海の道むなかた館）

賃　　金 月額21万3,400円（１月１日現在） 月額18万5,800円（１月１日現在）

待　　遇 手当など市職員に準じる

募集人数 １人程度 １人程度

採用試験日 ２月16日（土）

試験案内
（受験申込書）
の配布

１月15日（火）から次のいずれかの方法で配布
▽市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/→「市内にお住まいの方」→「職員採用」→「任期付職員採用試験（平成25年２月実施分）」からダウンロード
▽郵送請求＝①住所②氏名を明記し、120円切手を貼った返信用封筒（Ａ４サイズ）を同封して、人事課（〒811-3492／住所不要）へ郵送
▽直接配布＝市役所本館1階・総合案内窓口

申込方法

１月15日（火）から２月１日（金）までに、受験申込書（写真貼付）に必要事項を記入し、必要書類を添付して、人事課へ次のいずれかの方法で申し込む
▽郵送（住所不要）＝〒811-3492／人事課宛て
＊２月１日（金）消印有効で、特定記録郵便か簡易書留郵便にする（書類完備に限る）
＊封筒の表面左下に「任期付職員採用試験申込書在中」と明記する
▽直接窓口へ持参（受付は月～金曜日の8:30～17:00）
＊その他、詳細は試験案内で確認を

問い合わせ先 介護保険課　☎（36）５１８６ 郷土文化学習交流課　☎（62）２６００



廃車、不動車の面倒な廃車手続き、全て無料 !!
自動車・重機・トラック・バスなど、どんな車種・年式でも買取り致します。

0120-786-960

乗らない車、お売りください !! どんな車でも
買取り致します。

★ディーゼル車　15,000 円 UP!!　★車の修理も安くうけたまわっています。

フリーダイヤル
宮若市山口９５４（福岡国際C.Cさんの近く）

TEL 0949-52-1996

スワビ・インターナショナル㈱ ０１２０－７８６－９６０
古物商許可証NO.901110810003* 取引業者登録通知書NO.20401001967
フロン類回収業者登録通知書 NO.20402001967* 解体業許可証 NO.20403001967

1000cc 以上（ヴィッツ 他）13,000 円
2000cc 以上（プレミオ 他）23,000 円
3000cc 以上（クラウン 他）31,000 円
トラック 2ｔ（平成元年）      120,000 円～
トラック 10ｔ（平成元年）    300,000 円～

軽自動車（キャリー 他）　       8,000 円   ／
1500cc 以上（カローラ 他）18,000 円   ／
2500cc 以上（マーク II 他）  27,000 円   ／
4000cc 以上（セルシオ 他）35,000 円   ／
トラック 4ｔ（平成元年）      220,000 円～／

1/27（日）・2/10（日）・2/24（日）宗像ユリックス 13時～16時
会議室５にて無料相談を実施。予約不要・先着順

相続はどのように行われるか？遺言書がある時とない時の違いは？
会社設立、各種許認可・離婚協議書作成・交通事故・在留資格など

伊藤弘幸 行政書士事務所

お気軽に
どうぞ

宗像市東郷2－3－40－206　宗像市役所より徒歩約１分

℡ 0940-36-8060（IP電話の方は携帯へ）

携帯 090-7980-1240
困ったことは
何でも

ご相談下さい。

（5） 平成25年1月15日 No.236むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

行　政

臨　時　職　員　（日々任用） （短時間任用）

募集区分 福祉課保護係 地域包括支援
センター 市民課国民年金係

郷土文化学習交流課文化財係
①調査補助員②発掘作業員③整理補助員
④整理作業員⑤事務補佐員

財政課契約検査室

選考方法 書類選考と面接で決定。履歴書は返却不可（不採用の
場合は全て破棄）

書類選考、面接、筆記試験
で決定。履歴書は返却不
可（不採用の場合は全て
破棄）

書類選考と面接、実技（①③のみ）で決定。履
歴書は返却不可（不採用の場合は全て破棄）

書類選考と面接で決定。
履歴書は返却不可（不採
用の場合は全て破棄）

業務内容

▽生活保護を受けている
人の健康相談や健康管
理支援

▽地区担当員と同行訪問
などの実地調査

▽面接他

介護予防事業と高齢者福
祉サービスに係る訪問相
談、調査、指導など

国民年金に関する申請受
付、公的年金に関する相
談業務など

①＝屋外での発掘調査における現場図面作
　成や職員の補助など

②＝発掘調査などの文化財調査
③＝文化財実測図作成などの文化財整理作業
④＝土器洗浄や土器接合などの文化財整理作業
⑤＝パソコン入力などの事務補助作業

業者登録の申請受付、審
査事務補助など

応募要件

保健師、看護師、社会福祉
士、精神保健福祉士のい
ずれかの資格を持つ人

（平成25年３月31日まで
に資格取得見込みも可）
か、福祉関連業務に従事
した経験がある普通自動
車運転免許（ＡＴ限定可）
保持者

保健師、看護師、介護支援
専門員のいずれかの資格
を持ち、市町村の高齢者
福祉担当課か地域包括支
援センターでの実務経験
がある普通自動車運転免
許（ＡＴ限定可）保持者

国民年金制度に関する基
本的な知識がある人

①③＝文化財の知識があり実測や図面作成
　　ができる人

　②＝文化財に関心があり屋外作業が可能
　　な人

　④＝文化財に関心のある人
　⑤＝文化財の知識がありパソコン（ワー 

　　ド、エクセル）の操作ができる人

一般事務や窓口受付事
務の経験があり、パソコ
ン（ワード、エクセル）の
操作ができる人

任用期間 ４月１日（月）〜平成26年３月31日（月）
＊更新の場合あり

▽Ａ＝４月19日（金）～
　　　６月18日（火）
▽Ｂ＝４月19日（金）～
　　　５月21日（火）

勤務日数
月12日程度

＊土・日曜日、祝日、
　年末年始は休み

週３日程度
＊土・日曜日、祝日、年末年始は休み

①〜④＝必要に応じて週20時間未満（不定期）
　　　＊日・月曜日、祝日、年末年始は休み
　　⑤＝週３日
　　　＊土・日曜日、祝日の勤務あり

月〜金曜日
＊祝日は休み

勤務時間
8:30～17:00

（週20時間未満）
＊45分の休憩あり

▽8:45〜16:00
▽9:45〜17:00

＊45分の休憩あり

8:30～17:00
（週20時間未満）
＊45分の休憩あり

①〜④＝9:00〜17:00　＊60分の休憩あり
　　⑤＝9:00〜16:15　＊45分の休憩あり

8:45～16:30
＊45分の休憩あり

勤 務 地 福祉課保護係
（市役所北館１階）

地域包括支援センター
（市役所北館１階）

市民課国民年金係
（市役所本館１階）

　　　　　①＝市内各地（屋内外）　　
　　　　　②＝市内各地（主に屋外）
　　　③〜⑤＝海の道むなかた館

財政課契約検査室　他
（市役所本館２階）

賃　　金 時給1,420～1,520円 時給1,520円 時給850円

　　　　　　①＝日給8,030円
　　　　　②③＝日給6,350円
　　　　　　④＝日給5,950円
　　　　　　⑤＝日給5,525円

日給5,950円

待　　遇 年次有休休暇あり
＊交通費、その他の手当支給なし

Aのみ年次有給休暇あり
＊交通費、その他の手当

支給なし

募集人数 １人 ３人 ４人程度 　①１人程度　②30人程度
　③３人程度　④10人程度　⑤４人程度

▽Ａ＝２人
▽Ｂ＝１人

面 接 日
（試験日）

２月８日（金）
＊詳細は２月１日（金）

以降に通知　　　

１月29日（火）
＊詳細は申込受付後、

電話で連絡 　　

３月２日（土）
＊詳細は２月25日（月）

以降に電話で連絡
＊詳細は２月３日（日）以降に通知

２月28日（木）
＊詳細は２月22日（金）

以降に電話で連絡

申込方法

１月31日（木）必着で、市
販の履歴書（写真貼付）に
必要事項を記入し、資格
証の写しを添えて、福祉
課保護係へ次のいずれか
の方法で申し込む
＊資格証の写しは、資格

を有する人のみ（在学
中の場合、資格取得見
込みの証明書か卒業見
込証明書）

▽ 郵 送（ 住 所 不 要 ）＝
〒811-3492／福祉課
保護係宛て

▽直接窓口（市役所北館
１階）へ持参

＊受付は月〜金曜日の
8:30〜17:00

１月25日（金）必着で、市
販の履歴書（写真貼付）に
必要事項を記入し、資格
証の写しを添えて、地域
包括支援センターへ次の
いずれかの方法で申し込
む

▽ 郵 送（ 住 所 不 要 ）＝
〒811-3492／地域包
括支援センター宛て

▽直接窓口（市役所北館
１階）へ持参

＊受付は月〜金曜日の
8:30〜17:00

２月22日（金）までに、市
販の履歴書（写真貼付）に
必要事項を記入して、市
民課国民年金係へ次のい
ずれかの方法で申し込む

▽ 郵 送（ 住 所 不 要 ）＝
〒811-3492／市民課
国民年金係宛て

＊郵送の場合は当日消印
有効

▽直接窓口（市役所本館
１階）へ持参

＊受付は月〜金曜日の
8:30〜17:00

２月３日（日）必着で、所定の登録申込書（写
真貼付）に必要事項を記入して、郷土文化学
習交流課文化財係へ次のいずれかの方法で
申し込む

▽郵送＝〒811-3504／深田588／海の道
むなかた館／郷土文化学習交流課文化財
係宛て

▽直接窓口へ持参
＊受付は火〜日曜日の8:30〜17:00
＊登録申込書は郷土文化学習交流課窓口か、 

市 ＨＰ http：//www.city.munakata.
lg.jp/→「市内にお住まいの方」→「教育・文
化・スポーツ」→「文化・スポーツ」からダウ
ンロード可

２月20日（水）までに、市
販の履歴書（写真貼付）
に必要事項（備考欄に任
用希望期間ＡかＢ）を記
入して、財政課契約検査
室へ次のいずれかの方
法で申し込む

▽ 郵 送（ 住 所 不 要 ）＝
〒811-3492／財政課
契約検査室宛て

＊郵送の場合は当日消
印有効

▽直接窓口（市役所本館
２階）へ持参

＊受付は月〜金曜日の
8:30〜17:00

問い合わせ先 福祉課保護係
☎（36）７３５３

地域包括支援センター
☎（36）１２８５

市民課国民年金係
☎（36）１１２１（代）

郷土文化学習交流課文化財係
☎（62）２６００

財政課契約検査室
☎（36）１１６１
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【グラフ１】全国の１人当たりの年間医療費の推移

（資料：国民健康保険事業年報／厚生労働省）
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（資料：国民健康保険事業年報／厚生労働省）

【グラフ３】県内市の１人当たりの国保税調定額の推移

（円）
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（資料：国民健康保険事業年報／厚生労働省）

【グラフ２】県内市の１人当たりの年間医療費の推移

（円）
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像
ユ
リ
ッ
ク
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

入
場
無
料

内
容

●
第
１
部（
講
演
）

　
「
一
笑
健
康
〜
ヘ
ル
シ
ー
ト
ー
ク
＆
健
康
落
語
〜
」

▽
講
師
＝
立
川
ら
く
朝（
た
て
か
わ
・
ら
く
ち
ょ
う
）さ
ん

　
　
　
　
（
落
語
家
、医
師
）

●
第
２
部（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

▽
立
川
ら
く
朝
さ
ん

▽
安
東
恵
津
子
さ
ん（
社
団
法
人
宗
像
薬
剤
師
会
会
長
）

▽
坂
元
博
さ
ん（
宗
像
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
）

▽
宮
部
武
文
副
市
長

■問い合わせ先
　国保医療課国民健康保険係
　　　　　  ☎（36）１３６３

全
国
的
に

�

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
年
々
増
加

医
療
費
の
年
々
増
加
は

�

県
内
の
市
で
も
同
じ
傾
向

他
自
治
体
で
も
経
済
状
況
悪
化
の
影
響

�

国
保
税
収
は
年
々
減
少

よ
り
３
万
３
０
０
０
円
以
上

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
の
推
移

を
見
て
み
る
と
、全
国
平
均
、

山
口
県
、
福
岡
県
だ
け
で
な

く
、
最
も
医
療
費
が
低
い
沖

縄
県
で
さ
え
、
医
療
費
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
１
参
照
）。

ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
の
推
移

を
見
て
み
る
と
、
各
自
治
体

と
も
国
保
税
収
の
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
３
参

照
）。

　
こ
れ
ま
で
、
宗
像
市
の
医

療
費
増
加
の
原
因
と
し
て

「
国
保
被
保
険
者
の
高
齢
化
」

や
「
医
療
の
高
度
化
」、
国

保
税
収
減
少
の
原
因
と
し
て

「
被
保
険
者
に
低
所
得
者
が

多
い
な
ど
の
構
造
的
要
因
」

や
「
経
済
状
況
の
悪
化
」
な

ど
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

全
国
や
県
内
自
治
体
の
医
療

費
や
国
保
税
収
の
推
移
を
見

る
と
、
国
保
の
危
機
的
状
況

は
、
宗
像
市
だ
け
で
な
く
全

国
的
な
傾
向
で
、
日
本
全
体

の
問
題
と
い
え
ま
す
。

　
医
療
費
の
増
加
に
見
合
う

国
保
税
収
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
各
自
治
体
が
保
険
者

の
責
任
と
し
て
国
保
税
の
改

定
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近
年
の

経
済
状
況
を
考
慮
し
、
被
保

険
者
の
負
担
増
を
極
力
抑
え

る
た
め
、一
般
会
計
（
税
金
）

か
ら
の「
法
定
外
繰
り
入
れ
」

で
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　
次
回
は
、
近
隣
市
の
国
保

税
率
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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〜
祭
祀
遺
跡
と
原
始
林
〜

　
沖
ノ
島
（
沖
津
宮
）
に
関

し
て
は
、
50
年
前
に
実
施
さ

れ
た
祭
祀
（
さ
い
し
）
遺
跡

周
辺
の
調
査
地
な
ど
を
入

れ
、
詳
細
な
測
量
図
を
作
成

し
ま
し
た
。
祭
祀
遺
跡
に
関

し
て
は
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド

リ
の
巣
穴
で
土
器
が
露
出

し
、
遺
跡
に
接
し
た
木
の
根

が
大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　「
沖
の
島
原
始
林
」
に
関
し

て
は
、
祭
祀
遺
跡
周
辺
で
原
始

林
の
状
態
を
良
く
残
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
に
軍
道
や
兵
舎
な
ど
が
造

ら
れ
た
こ
と
で
、
島
全
体
と
し

て
は
、
原
始
林
を
保
ち
な
が
ら

も
二
次
林
化
（
自
然
林
を
伐
採

し
た
後
、
自
然
に
再
森
林
化
す

る
こ
と
）
し
た
部
分
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

〜
大
島
御
嶽
山
遺
跡
と

中
津
宮
へ
の
参
道
〜

　
大
島
御
嶽
山
遺
跡
は
、
古

事
記
や
日
本
書
紀
に
登
場
す
る

中
津
宮
を
示
す
重
要
な
遺
跡
で

す
。
大
島
御
嶽
山
遺
跡
と
中
津

宮
か
ら
同
遺
跡
へ
の
参
道
を
、

す
で
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
中
津
宮
に
付
随
す
る
も

の
と
し
て
追
加
指
定
さ
れ
る
予

定
で
、
中
津
宮
と
併
せ
て
調
査

し
ま
し
た
。

〜
江
戸
時
代
の
絵
図
と

現
状
を
比
較
〜

　
辺
津
宮
は
、
建
造
物
や
鳥

居
、
灯
篭
（
と
う
ろ
う
）、

社
叢
（
し
ゃ
そ
う
）、
池
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
構
造
物

や
工
作
物
を
確
認
し
、

江
戸
時
代
に
描
か
れ

た
絵
図
と
比
較
し
な

が
ら
、
形
状
変
化
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
時
代
の
変
化
と
と

も
に
、
史
跡
や
天
然
記

念
物
の
あ
り
方
も
変

化
し
ま
す
。
変
化
を
繰

り
返
す
中
で
、
価
値
を

損
な
わ
ず
、
将
来
世

代
へ
引
き
継
ぐ
た
め

の
よ
り
良
い
方
策
と

は
何
か
、
専
門
家
や
市
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
所
有
者
の
宗
像
大

社
と
協
議
も
重
ね
な
が
ら
、

人
類
共
有
の
財
産
で
あ
る

「
宗
像
神
社
境
内
」
と
「
沖

の
島
原
始
林
」
の
保
護
保
全

管
理
の
あ
り
方
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

　
☎
（
62
）
２
６
１
７

　
沖
ノ
島

　
大
　
島

　
田
　
島

行政・学びの里

　
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
候

補
と
な
っ
た
宗
像
大
社
は
、

沖
ノ
島
の
沖
津
宮
と
大
島
の

沖
津
宮
遙
拝
所
・
中
津
宮
、

田
島
の
辺
津
宮
が
「
宗
像
神

社
境
内
」
と
し
て
、
昭
和
46

年
に
国
の
史
跡
に
指
定
。
沖

ノ
島
は
、「
沖
の
島
原
始
林
」

と
し
て
大
正
15
年
に
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く

「
史
跡
と
天
然
記
念
物
」
を
、

未
来
永
劫
（
え
い
ご
う
）
ど

の
よ
う
に
保
護
し
、
管
理
し

て
い
く
か
を
ま
と
め
、
平
成

25
年
度
に
「
宗
像
大
社
が
所

有
す
る
史
跡
と
天
然
記
念

物
」
の
保
存
管
理
計
画
と
し

て
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画

の
た
め
、
本
年
度
は
史
跡
地

内
や
天
然
記
念
物
環
境
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

第49回

史
跡
と
天
然
記
念
物

保
存
管
理
調
査

①市民活動推進プラン（案）
②宗像市地域防災計画（案）
③宗像市離島振興計画（案）

計画名 ①市民活動推進プラン（案） ②宗像市地域防災計画（案） ③宗像市離島振興計画（案）

内　容

学んだ成果を地域や社会に還元することに
よって市民活動を推進し、市民主体のまち
づくりにつなげるために具体的な施策を市
民と共に実行していく計画。計画期間は平
成25年度～同31年度の７年間

各自治体の防災対策の基本となる計画で、
必要に応じ修正を実施。市では、昨年の東
日本大震災で得た課題や教訓を生かした国
の防災基本計画と福岡県地域防災計画修正
内容との整合性を図り修正。主な修正は、
津波対策、原子力災害対策の追加、震災応
急対策の見直し

離島振興法改正に伴い、策定が必要となる
計画。平成25年度から10年間の大島・地
島の振興策を記載。主な内容は、産業の振
興、生活環境の整備、医療の確保、福祉の
増進、教育・文化の振興など

意見提出期間 １月28日（月）〜２月28日（木） １月15日（火）〜２月15日（金） １月10日（木）～２月12日（火）

閲覧場所

①＝市民活動交流室窓口（メイトム宗像）、②＝生活安全課窓口（市役所本館２階）、③＝元気な島づくり課窓口（市役所北館２階）、
市役所情報コーナー、メイトム宗像、大島行政センター、宗像ユリックス、各地区コミュニティ・センター、宗像ユリックス図書館、
市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/→「市内にお住まいの方」→「市民意見提出手続パブリック・コメント」　
＊市役所情報コーナー、メイトム宗像では閲覧資料の貸し出しも可

応募要件 市内に在住、通勤、通学する人、事業所などを持つ人、計画案に利害関係のある人

意見の
提出方法

提出の様式は自由ですが、❶住所❷氏名❸電話番号❹市外の人は勤務先など市との関係や利害関係を明記して、
①＝市民活動交流室、②＝生活安全課、③＝元気な島づくり課推進係へ次のいずれかの方法で提出する

▽郵送＝〒811-3437／久原180／
　　　　市民活動交流室宛て
▽ FAX（37）４１０１
▽ＨＰ（前述）
▽メール meitomu@city.munakata.fukuoka.jp 
▽直接窓口へ持参
＊第１土曜日、日曜日、祝日は休み

▽郵送（住所不要）
　＝〒811-3492／生活安全課宛て
▽ FAX（37）１２４２
▽ＨＰ（前述）
▽メール anzen@city.munakata.fukuoka.jp
▽直接窓口へ持参
＊土・日曜日、祝日は休み

▽郵送（住所不要）＝〒811-3492／
　元気な島づくり課推進係宛て
▽ FAX（36）０３２０
▽ＨＰ（前述）
▽メール genkisui@city.munakata.fukuoka.jp
▽直接窓口へ持参
＊土・日曜日、祝日は休み

問い合わせ先 市民活動交流室　☎（36）０３１１ 生活安全課　☎（36）５０５０ 元気な島づくり課推進係　☎（36）１７２５

みなさんの意見を反映

パブリック・
　　　 コメント
パブリック・
　　　 コメント

　市では、それぞれの計画案を基に、
さらに広く市民の意見を計画に反映
させるため、市民意見提出手続（パ
ブリック・コメント）を実施。寄せ
られた意見は必要に応じ、計画に反
映します。その結果は、市ホームペー
ジなどで公表します（氏名などの個
人情報は非公開）。

＊計画と関わりのないもの、意見提
出で氏名など必要事項の記載がな
いもの、第三者の正当な権利を侵
害する意見などは、この手続きを
適用しなかったり、公表しなかっ
たりすることもあります

＊個別の回答はしません

オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の

巣
穴
と
土
器

「
沖
の
島
原
始
林
」
の
タ
ブ
ノ
キ
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て
い
る
子
育
て

サ
ロ
ン
に
通
っ

て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
遊
び

を
し
て
く
れ
る

し
、
近
く
の
家

の
子
ど
も
た
ち

と
仲
良
く
な
れ

る
の
で
、
助

か
っ
て
い
ま

す
」。

　
恵
美
さ
ん
は
「
サ
ー
ク
ル

な
ど
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、メ
イ
ト
ム
宗
像
に
あ
る
、

え
ほ
ん
の
へ
や
を
よ
く
利
用

し
て
い
ま
す
。『
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
』
な
ど
が
お
気
に

入
り
で
、
食
べ
る
ほ
ど
好
き

み
た
い
。
ふ
ら
こ
っ
こ
で
も

学びの里

　

ピ
カ
ピ
カ
の
子
ど
も
の
未
来
が
育
つ
ま
ち
宗
像
市
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
育
て
中
の
マ
マ
や
パ
パ
の
声
、
サ

ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。今
回
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
こ
っ
こ
」
を
利
用
す
る
熊

抱
嘉
子
さ
ん
（
��
歳
代
・
自
由
ヶ
丘
）
と
鶴
田
千
尋
さ
ん

（
��
歳
代
・
赤
間
西
）、臼
井
恵
美
さ
ん（
��
歳
代
・
自
由
ヶ

丘
）
の
3
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
育
成
課　

☎（
36
）１
２
１
４日

ご
ろ
の
子
育
て
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
す
る
マ
マ
さ
ん
た
ち

最
初
は
緊
張
し
た
け
れ
ど

み
ん
な
仲
良
く
な
り
ま
し
た

　「
ふ
ら
こ
っ
こ
は
、
幼
稚

園
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
の

入
口
の
よ
う
な
感
じ
。
自

分
も
一
緒
に
行
け
る
の
で
、

困
っ
た
こ
と
や
不
安
な
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
ス
タ
ッ
フ
や

他
の
マ
マ
に
相
談
し
て
い
ま

す
」
と
４
カ
月
健
診
以
降
ほ

ぼ
毎
日
の
よ
う
に
ふ
ら
こ
っ

こ
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う

恵
美
さ
ん
。
周
り
に
知
っ
て

い
る
人
が
い
な
い
の
で
、
身

近
に
相
談
相
手
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
嘉
子
さ
ん
は
「
長
男
が
生

ま
れ
た
こ
ろ
、
ふ
ら
こ
っ
こ

を
た
ま
た
ま
知
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
」。

　「
最
初
は
、
ふ
ら
こ
っ
こ
も

常
連
さ
ん
ば
か
り
で
気
が
引

け
ま
し
た
。
で
も
、
い
つ
の

間
に
か
自
分
が
常
連
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
」

と
千
尋
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち

が
す
ぐ
に
仲
良
く
な
る
の
で
、

マ
マ
た
ち
も
自
然
と
仲
良
く

　
今
回
の
取
材
で
初
め
て
顔

を
合
わ
せ
た
と
い
う
３
人
の

マ
マ
。
子
ど
も
た
ち
も
少
し

緊
張
し
て
い
る
様
子
。
３
人

が
宗
像
に
住
ん
で
い
る
き
っ

か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
恵
美
さ
ん
は
熊
本
県
出

身
。
夫
の
仕
事
の
関
係
で
11

カ
月
の
長
女
と
３
人
で
宗
像

に
住
ん
で
い
ま
す
。「
学
生

時
代
は
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
で
宗

像
に
遊
び
に
来
て
い
ま
し

た
」
と
言
い
ま
す
。

　
嘉
子
さ
ん
は
結
婚
を
機
に

北
九
州
市
か
ら
宗
像
市
へ
。

「
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
と
な

か
な
か
遠
出
は
難
し
い
。
だ

け
ど
、
宗
像
は
海
も
山
も
近

い
の
で
、
す
ぐ
に
遊
び
に
行

け
て
便
利
で
す
ね
」
と
５
歳

の
長
男
と
２
歳
の
長
女
を
連

れ
て
、
宗
像
で
の
生
活
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
千
尋
さ
ん
は
宗
像
市
に
住

ん
で
い
る
友
人
宅
に
遊
び
に

来
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
住

み
始
め
ま
し
た
。「
公
園
も

き
れ
い
な
の
で
、
よ
く
利
用

　「
宗
像
市
は
子
育
て
サ
ー

ク
ル
も
充
実
し
て
い
ま
す
よ

ね
。
最
近
は
サ
ー
ク
ル
が
生

活
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

親
も
楽
し
い
」と
嘉
子
さ
ん
。

長
男
の
崚
太
（
り
ょ

う
た
）
く
ん
も
幼
稚

園
入
園
ま
で
ち
び
っ

こ
探
偵
団
に
入
っ
て

い
て
、
親
子
で
一
緒

に
外
遊
び
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
千
尋
さ
ん
は
「
公

民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で

月
１
回
開
催
さ
れ

千紗ちゃんを抱いて話をする
嘉子さん

し
ま
す
。
日
中
、
家
の
中
は

子
ど
も
と
２
人
き
り
の
世

界
。
家
以
外
の
刺
激
も
受
け

て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
、
外

に
出
か
け
る
こ
と
は
大
切
。

自
分
自
身
の
息
抜
き
に
も
な

り
ま
す
し
ね
」
と
長
女
の
梨

桜
（
り
お
）
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

と
積
極
的
に
外
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
３
人
と
も

ふ
ら
こ
っ
こ
を
よ
く
利
用
し

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

な
れ
ま
す
。
今
回
の
取
材
で

も
、
子
ど
も
た
ち
の
緊
張
は

す
ぐ
に
解
け
、
一
緒
に
遊
ぶ

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ
ま

す
」。
今
後
サ
ー
ク
ル
に
入

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
３
人
と
も
、
宗
像
市
は
子

育
て
環
境
が
整
っ
て
い
て
大

満
足
し
て
い
ま
す
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

子どもの
未来が
育つまち

第1回

お
す
す
め
で
す
。

子
育
て
し
や
す
い
宗
像
市

第2回

子どもの
未来が
育つまち

宗像の子育て環境に
　　　　　　　大満足です

第
２
回

最
初
は
気
が
引
け
た
け
ど

　
　
　
　
　
　
　
今
で
は
常
連
さ
ん
で
す

海
も
山
も
近
い

　
　
　
　
す
ぐ
に
遊
び
に
行
け
る
宗
像
市

子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
サ
ロ
ン
、

　
　
　
　
え
ほ
ん
の
へ
や
も
活
用
し
て
い
ま
す

　「宗像手をつなぐ会」のみなさんが昨年12月11日、谷井博美市長を訪問。作
品展の売上金の一部２万2,333円を市へ寄付しました。
　同会は、毎年秋、福祉活動への貢献を目的とした陶芸や工芸作品による「宗像
チャリティー作品展」をサンリブくりえいと宗像店で開催。これまで９回の寄付
金は、総額で29万3,023円となり、市では社会福祉協議会を通じて福祉活動費
に使わせてもらっています。
　「売上だけでなく、作品展を通して市
民のみなさんとのコミュニケーション
を大切にしたい。地味でもコツコツと
みんなで協力して、１年でも長く続け
ていきたい」と活動への思いを話して
くれた同会会長の森正次（81歳）さん。
谷井市長は「いつもありがとうござい
ます。私たちもみなさんの活動が続く
よう協力させていただきます」とお礼
の言葉を述べました。
　同会の盛岡浩二さん（49歳）が「来場者の年齢層が幅広く、若い世代も一生
懸命見て、寄付をしてくれます」と話すように、作品展を続けていくうちに来場
者も少しずつ増加。中にはボランティアとして会場設営などを手伝ってくれる人
もいるそうです。
　来年は10回目の節目の年を迎える作品展。ぜひこれからも回数を重ねて宗像
のコミュニケーションの輪を広げていってほしいです。

（福岡教育大学３年・橋本麻由）

1年でも長く福祉活動へ貢献を
宗像手をつなぐ会が市へ寄付

　今回の取材は、秘書課広報・報道係で
２週間、インターンシップとして実習に
励んだ橋本麻由さんが担当しました。
　「自分で考えて質問しました。取材さ
せていただいた方々の思いを文章に表
現することが難しかったですが、楽し
かったです」と橋本さん。初めての経験
に緊張しながらも、しっかりと質問し、

メモを取って取材を頑張ってくれました。

■問い合わせ先　秘書課広報・報道係　☎（36）１０５５

取材に挑戦した橋本さん（右）

谷井市長へ寄付金を手渡す森会長（左）

絵本に夢中の麻莉ちゃんと
読み聞かせをする恵美さん
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●開設日時
▽月～金曜日＝放課後～18：30
▽土曜日、春・夏・冬休みなどの学校休業日
　＝8：00～18：30
＊月～金曜日は19：00まで延長保育あり
＊日曜日、祝日、年末年始は休み
＊見学可

●開設場所
　市内の各小学校の敷地内にある専用棟、小
学校教室
＊大島小、地島小を除く

学　童　名 電話番号

北
エ
リ
ア

吉 武 小 ☎（33）3065

赤 間 小 ☎（33）5706

赤 間 西 小 ☎（33）2594

河 東 小 ☎（33）5705

河 東 西 小 ☎（33）9025

玄 海 小 ☎（62）0989

玄 海 東 小 ☎（62）2689

南
エ
リ
ア

自 由 ヶ 丘 小 ☎（33）5707

自由ヶ丘南小 ☎（35）4512

南 郷 小 ☎（36）1584

東 郷 小 ☎（37）1076

日 の 里 東 小 ☎（37）1053

日 の 里 西 小 ☎（37）0563

●対象
　放課後、仕事や病気、介護などの理由で保
護者が家庭にいない児童

●費用
▽利用料＝月額7,000円
▽おやつ代＝月額1,500円
▽スポーツ安全保険＝年額800円
＊延長保育は１回300円、月極3,000円
＊母子（父子）家庭、生計が同じ世帯から２
人以上の児童が入所の場合は減額制度あり

●入所式
　４月１日（月）10：00～12：00
＊各学童保育所で実施

●申込方法
　２月23日（土）までに、申請書類を各学童
保育所へ持参して申し込む
▽月～金曜日＝放課後～18：30
▽土曜日＝8：00～17：00
＊祝日を除く
＊申請書類は、１月15日（火）から各学童保
育所、子ども育成課で入手か、２月14日（木）
に実施する小学校入学説明会で配布

学びの里

練習の成果を舞台で発表

保護者会行事「もちつき」。子ども達も大活躍！

五色百人一首の大会。みんな真剣です

放課後の子どもの安全・安心のために

学童保育入所児童を募集学童保育入所児童を募集学童保育入所児童を募集学童保育入所児童を募集
♥♥♥♥♥♥放課後の子どもの安全・安心のために♥♥♥♥♥♥

新１年生の保護者のみなさんへ
　学童保育所は、放課後に預かるだけの場所
ではなく、子どもたちがいろいろな事を学べ
る第二の家庭となるように運営しています。
　各学童の保護者も子どもたちがより楽しく
過ごせるように、春・夏休みなどを活用して
地域の行事、各学童のイベントに子どもたち
と参加。また、指導員とコミュニケーション
を取りながら保育に参加しています。
　学童に入所したら、子どもたちの笑顔、保
護者の交流のためにも、保護者会活動に参加
してください。

（学童保育保護者会・網谷智会長）

ここが知りたい！ 学童保育Q&A
Ｑ１　学童保育って何？
Ａ１　仕事や病気、介護などの理由で、放課後、保護

者が家庭にいない状況で過ごす子どもの生活
を守る施設です。子どもの安全を確保するこ
とで、保護者も安心して仕事などができます。

Ｑ２　どんなことをしているの？
Ａ２　基本的には、「宿題」「遊び」「おやつ」で過

ごしています。中でも「五色百人一首」の
取り組みが特徴の一つです。礼儀作法や集
中力を養えます。その他、スポーツ、ゲー
ム、工作、手芸など、いろいろなことに取
り組んでいます。これらの発表の場として、
年に１度「学童まつり」を実施しています。

＊「五色百人一首」とは、教育現場から生まれた
教材で、日本の伝統文化の一つの百人一首を子
どもたちに広め、伝え、後世に残すために造ら
れたもの。20枚ずつで試合を実施する

Ｑ３　行事には保護者の負担は必要？
Ａ３　お誕生日会、収穫祭、学童まつり、お別れ会な

どは、指定管理者が主催で実施しているた
め、保護者の負担はありません。

Ｑ４　指導員はどんな人？
Ａ４　保育士、幼稚園・小・中・高校・特別支援学校教

諭のいずれかの資格を持つ人か、３年以上児
童福祉事業の経験がある人です。

Ｑ５　お弁当は必要？
Ａ５　学校の給食がない日は必要です。夏・冬休み

は、お弁当の注文をすることができます。

Ｑ６　子どものお迎えは必要？
Ａ６　集団下校がありますが、午後５時以降は、安

全のため子どもだけで帰すことはしていま
せん。午後５時以降はお迎えをお願いしま
す。

Ｑ７　禁止されていることは？
Ａ７　原則、学校のルールと同じです。学童独自の禁

止は、学童保育所の外でおやつを食べること
です。夏休みなどは、指導員のアドバイスを受
けながら、子どもたち自身で話し合ってルー
ルを決めています。また、市では、衛生面から
学童保育所内での調理を禁止しています。

Ｑ８　学校、地域との関わりは？
Ａ８　学校、地域も学童保育所の運営に関わっても

らっています。学期に１回情報交換会を実施
し、お互いの連携を図っています。学童保育
所で実施する行事も、地域のみなさんに協力
してもらっています。

Ｑ９　おやつはどんなものが出るの？
Ａ９　市販のものの他に、食品添加物の入っていな

い手作りのパンやおにぎりなどを地元の業
者から購入しています。量はバランスを考え
ながら選んでいます。

市の学童保育事業の指定管理者（株式会社テノ．コーポレーション）が、平成25年度の入所児童を募集します

■問い合わせ先　　▽北エリア学童保育所　☎（33）９０８０　　▽南エリア学童保育所　☎（33）１８３８　　▽子ども育成課　☎（36）１２１４

 保護者会活動に
ぜひ参加してください　

　学童保育所には小学校単位で保護者会があ
り、利用児童の保護者は、保護者会に所属する
ことになります。
　保護者会では、学童保育所の指導員のみでは
できない行事を実施してもらい、子どもたちも、
とても楽しみにしています。また、行事を通じ
て、親、家族同士が親交を深めることができま
す。子どもの友達の様子が分かったり、親同士
で子育ての悩みを相談し合ったりできる機会に
もなります。

＊回答は、現在の指定管理者「テノ.コーポレーション」のサービスに基づいたものです
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施
設
に
は
、
そ
の
活
動
を
支

援
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
自
主
的
な
活
動
は
、

子
ど
も
の
意
見
表
明
や
参
加

の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
年

齢
や
個
性
で
、
で
き
る
こ
と

や
必
要
な
支
援
が
異
な
る
の

で
、
留
意
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

子
ど
も
の
育
ち
や
気

持
ち
を
理
解
し
、
把
握

で
き
る
力
を
身
に
付
け

る
。

　
子
ど
も
関
係
施
設
の
職
員

は
、
子
ど
も
と
の
間
に
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の

発
達
に
応
じ
た
心
や
体
の
変

学びの里

化
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
気
持
ち
を
思
い

や
る
こ
と
や
、言
葉
や
表
情
、

し
ぐ
さ
な
ど
か
ら
、
子
ど
も

の
状
態
を
把
握
す
る
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
な
ど
の
防
止

に
努
め
、
相
談
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
。

　
い
じ
め
は
、
子
ど
も
関
係

施
設
で
発
生
す
る
代
表
的
な

権
利
侵
害
で
、
防
止
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
じ
め

が
発
生
し
て
も
、
い
じ
め
を

受
け
て
い
る
本
人
や
保
護

者
、
発
見
し
た
子
ど
も
ら
が

子
ど
も
関
係
施
設
に
相
談
し

や
す
い
環
境
を
、
日
ご
ろ
か

ら
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
子
ど
も
関
係
施
設
か
ら
、

子
ど
も
や
保
護
者
が
「
子
ど

も
の
権
利
」を
振
り
か
ざ
し
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
認
め
さ

せ
よ
う
と
す
る
こ
と
を
心
配

　
「
子
ど
も
の
最
善
の
利

益
」
を
考
え
、
愛
情
を

持
っ
て
指
導
や
援
助
を

実
施
し
、
子
ど
も
を
育

成
す
る
。

　
子
ど
も
関
係
施
設
は
、
家

庭
と
並
ん
で
、
子
ど
も
が
長

い
時
間
を
過
ご
す
場
所
で
、

子
ど
も
の
権
利
の
保
障
に
関

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の

施
設
で
の
子
ど
も
の
育
成

は
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

（
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
良

い
こ
と
）
を
考
え
、
愛
情
を

持
っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
年
齢
や
個

性
に
応
じ
、
自
主
的
な

活
動
を
支
援
す
る
。

　
学
級
活
動
や
生
徒
会
活

動
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
な
ど
で
子
ど
も
に
よ

る
自
主
的
な
活
動
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
関
係

子どもに
やさしいまち

むなかた
第8回

　

今
回
は
、
子
ど
も
関
係
施
設
の
責
務

に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
ま
す
。
子

ど
も
関
係
施
設
と
は
、
保
育
所
、
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
や
、
学

童
保
育
所
、
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
、
公
園
な
ど
、
子
ど

も
が
利
用
す
る
施
設
全
て
を
指
し
ま

す
。

子
ど
も
関
係
施
設
の
責
務

す
る
声
が
聞
か
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
た
と
え
、
条
例

に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で

も
、
子
ど
も
の
育
ち
に
良
く

な
い
こ
と
や
社
会
の
ル
ー
ル

に
反
す
る
こ
と
、
他
の
人
の

権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
は
、

正
し
い
権
利
の
使
い
方
で
は

な
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
次
回
は
、
市
の
責
務
に
つ

い
て
具
体
的
に
見
て
い
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
育
成
課

　
☎
（
36
）
１
２
１
４

「うふふな日々」
　あさのあつこ／ＰＨＰ研究所

　意を決し、入った美容院はジャングル気分を
味わえる場所だった!?　平々凡々な日々のはず
が、気がつけばなぜか波瀾（はらん）万丈。

主な著作 　「バッテリー」
　　　　　　　「Ｎｏ．６」
　　　　　　　「東雲の途（しののめのみち）」

「仙台ぐらし」
　伊坂幸太郎／荒蝦夷（あらえみし）

　タクシーが多すぎる、見知らぬ知人が多すぎ
る、ずうずうしい猫が多すぎる。仙台在住の作
家が、日々の暮らしをつづる。

主な著作 　「マリアビートル」
　　　　　　　「夜の国のクーパー」
　　　　　　　「オー！　ファーザー」

「とにかく散歩いたしましょう」
　小川洋子／毎日新聞社

　締め切り前の白紙の恐怖、パン屋での5,000
円札事件、「ハダカデバネズミ」との心躍る対面。
何があっても、愛する本と毎日の散歩で、全て
乗り切れる。

主な著作 　「博士の愛した数式」
　　　　　　　「人質の朗読会」
　　　　　　　「ことり」

「異性」
　角田光代、穂村弘／河出書房新社

　「好きだから許せる？」「好きだけど許せな
い？」男と女は互いに引かれ合いながら、どう
して分かり合えないのか。

角田光代の主な著作 　「空の拳」
　　　　　　　　　　　　「八日目の蝉」
　　　　　　　　　　　　「対岸の彼女」　
穂村　弘の主な著作 　「短歌ください」

　　　　　　　　　　　　「絶叫委員会」
　　　　　　　　　　　　「にょっ記」

「やりたいことは二度寝だけ」
　津村記久子／講談社

　検索が生きがい。文房具集めとハーブティー
で日々を潤し、ドラクエで自分の20年を振り返
る。

主な著作 　「ポトスライムの舟」
　　　　　　　「ミュージック・ブレス・ユー!!」
　　　　　　　「ウエストウィング」

「お友だちからお願いします」
　三浦しをん／大和書房

　「お友達からお願いします」と言ったことも、
言われたこともない。友達は、気がついたらなっ
ているものだ。

主な著作 　「舟を編む」
　　　　　　　「木暮荘物語」
　　　　　　　「本屋さんで待ちあわせ」

　　　　　　　■問い合わせ先　市民図書館　☎（37）１３２１

　図書館で、一番よく借りられるジャンルは小説です。みなさんは、

小説を書いている作家の「エッセイ」を読んだことはありますか。

小説の世界とは違う作家の意外な一面が見えるかもしれません。

あの作家の作家家家
　エッセイを読む読読読読読む読読
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参
画
は
ま
だ
十
分
で
は
な

く
、
重
要
な
課
題
と
い
え
ま

す
。�

（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

◆
男
女
間
の
給
与
格
差

　
日
本
の
女
性
の
給
与
水

準
は
、
男
性
の
約
７
割
で
、

多
く
の
国
々
よ
り
も
男
女

間
の
給
与
格
差
は
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

�

（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

合
や
男
女
別
の
労
働
力

率
、
妊
産
婦
死
亡
率
な
ど

の
指
標
か
ら
構
成

▽
G
G
I
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
）
と
は
、

経
済
、
教
育
、
保
健
、
政

治
分
野
の
総
合
値
を
平
均

し
、
算
出
し
た
指
数
。
分

野
ご
と
の
順
位
は
、
経
済

１
０
０
位
、
教
育
80
位
、

健
康
１
位
、
政
治
1
0
1

位

男女共同参画

問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画推進センター
「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0032

TEL（36）0250
FAX（36）0269

誰でも相談できます（相談無料）相談情報
相談事業名 場所 相談日 時間

①こころと生き方の相談
　（面接・電話相談）
　＊予約不要
　☎（36）１１５６
　メール kokoro@city.munakata.fukuoka.jp

市役所本館
１階・相談室
（101会議室横）

毎週月～
金曜日

（祝日を除く）

13：00

〜

17：00

②就業相談　＊２日前までに要予約
　就職に関する相談を受け付けます。職業あっせん
はしていません 男女共同参画

推進センター
「ゆい」

毎月
第３水曜日

（祝日を除く）

10：00

〜

12：00

③法律相談　＊要予約
　弁護士が、離婚など女性を取り巻く問題の相談を
受け付けます

毎月
第３火曜日

13：00

〜

16：00

②③の予約は、男女共同参画推進センター「ゆい」☎（36）０２５０へ

HDI（人間開発指数）

順位 国　名 HDI値

1 ノルウェー 0.943

2 オーストラリア 0.929

3 オランダ 0.910

4 米国 0.910

5 ニュージーランド 0.908

12 日本 0.901

GII（ジェンダー不平等指数）

順位 国　名 GII値

1 スウェーデン 0.049

2 オランダ 0.052

3 デンマーク 0.06

4 スイス 0.067

5 フィンランド 0.075

14 日本 0.123

GGI（ジェンダー・ギャップ指数）

順位 国　名 GGI値

1 アイスランド 0.853

2 ノルウェー 0.840

3 フィンランド 0.838

4 スウェーデン 0.804

5 アイルランド 0.783

98 日本 0.651

表１　日本の順位 　

国
際
的
に
見
る
と
、
日
本
の
男
女
共
同
参

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
男
女

共
同
参
画
を
デ
ー
タ
で
紹
介
し
ま
す
。

働
く
女
性
の

状
況
は
？

女
性
の

参
画
状
況
は
？

夫
の
家
事
・

育
児
の
状
況
は
？

世
界
を
感
じ
よ
う
！

〜
デ
ー
タ
で
見
る
男
女
共
同
参
画（
国
際
比
較
編
）〜

　
表
１
を
見
て
分
か
る
よ
う

に
、
日
本
は
、
H
D
I
が
１

８
７
カ
国
中
12
位
、
G
I
I

が
1
4
6
カ
国
中
14
位
で

す
。
こ
れ
は
、
保
健
分
野
で

の
評
価
が
高
い
こ
と
や
、
中

等
教
育
で
男
女
差
が
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
か
ら
順
位
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
G
G
I
は
、
１
３
５

カ
国
中
98
位
で
す
。こ
れ
は
、

政
治
・
経
済
分
野
で
の
女
性

の
割
合
が
低
い
こ
と
や
、
意

思
決
定
に
参
画
す
る
機
会
が

十
分
で
な
い
か
ら
で
す
。
そ

の
要
因
と
し
て
、
固
定
的
な

性
別
役
割
分
担
の
意
識
が
根

強
い
こ
と
や
、
男
女
の
社
会

的
格
差
が
あ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

▽
H
D
I（
人
間
開
発
指
数
）

と
は
、「
長
寿
で
健
康
な

生
活
」「
知
識
」「
人
間
ら

し
い
生
活
水
準
」
と
い
う

３
つ
の
側
面
を
測
定
し
た

指
数
。
平
均
寿
命
、
知
識

（
平
均
就
学
年
数
と
予
想

就
学
年
数
）、
１
人
当
た

り
の
国
民
総
所
得
を
用
い

て
算
出

◆
女
性
の
割
合

　
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
10
・
6
パ
ー
セ
ン
ト

と
低
く
、
就
業
者
に
占
め
る

女
性
の
割
合
に
比
べ
、
よ
う

や
く
１
割
を
超
え
た
と
こ
ろ

で
す
。
日
本
で
は
、
社
会
の

意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の

◆
性
別
役
割
分
担
の
意
識

　
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家

庭
を
守
る
べ
き
な
ど
の
固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
の
意
識

は
、
諸
外
国
が
反
対
す
る
割

合
が
高
い
の
に
比
べ
、
日
本

は
賛
成
す
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

�

（
グ
ラ
フ
３
参
照
）

◆
育
児
期
の
夫
の
家
事
・
育

児
時
間

　
日
本
で
は
、
男
性
が
家

事
・
育
児
に
費
や
す
時
間

は
、
世
界
的
に
み
て
も
最
低

水
準
で
す
。
理
由
と
し
て
、

子
育
て
期
の
男
性
の
労
働
時

間
が
と
て
も
長
く
、
帰
宅
時

間
が
遅
い
こ
と
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

�

（
グ
ラ
フ
４
参
照
）

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊

重
し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
個
性
と
能
力
を
発

揮
し
、
男
女
が
と
も
に
参
画

で
き
る
社
会
」
で
す
。

　
男
女
が
共
に
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
社
会
全
体
で
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　
男
女
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

【
参
考
資
料
】

▽
表
１
・
グ
ラ
フ
４
＝
内
閣

府
の
「
平
成
24
年
版
男
女

共
同
参
画
白
書
」

▽
グ
ラ
フ
１
＝
内
閣
府
の

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
幸
せ

な
社
会
の
た
め
に
（
平
成

24
年
度
版
）」

▽
グ
ラ
フ
２
・
３
＝
内
閣
府

の
「
男
女
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
」

グラフ１　就業者と管理職的職業従事者に占める女性の割合

グラフ２　正規雇用者の男女間の給与格差（OECD国際比較）

グラフ３　固定的な性別役割分担の意識　

グラフ４　育児期の夫の１日当たりの家事・育児時間

韓
国

日
本

ド
イ
ツ

英
国

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

チ
ェ
コ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

米
国

ス
イ
ス

カ
ナ
ダ

オ
ラ
ン
ダ

O
E
C
D
平
均

ポ
ル
ト
ガ
ル

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ポ
ー
ラ
ン
ド

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

ス
ペ
イ
ン

フ
ラ
ン
ス

デ
ン
マ
ー
ク

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ギ
リ
シ
ャ

ベ
ル
ギ
ー

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ハ
ン
ガ
リ
ー

イ
タ
リ
ア

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

フ
ィ
リ
ピ
ン

韓
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ
ル
ウ
ェ
ー

日
本

60
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40

30

20
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0

100

80
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40
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0

（%）

（%）

（%）100 80 60 2040 0 0 20 40 8060 100（%）

日本

韓国

アメリカ

スウェーデン

ドイツ

日本

アメリカ

イギリス

フランス

ドイツ

スウェーデン

ノルウェー

賛成　　賛成　　どちらかといえば賛成 反対　　どちらかといえば反対　　反対わからない

６歳未満児のいる夫の家事、育児時間（１日当たり）

就業者

42.2

10.6

69.0

47.2 47.2 46.0 46.747.3

37.8 38.5 36.7 38.5

45.3

31.3 32.3
34.6

42.7
45.3

41.9 43.1

31.4

24.2

35.7

54.8

9.6

管理的職業従事者

男性 女性

20.7 30.4 34.0 11.9

3.1

21.4 55.6 17.5

47.6 29.2

81.2 7.0 6.2

16.9

35.5 38.4 18.4 6.0

2.7

1.5 4.8

2.9

1.7

2.7

2.7

9.5 27.8 32.0 26.6

4.0

10.0 60.0 24.9

1.73.2

6.9 11.9 27.5 53.5

1.0

10.9 32.1 52.9

0.5

3.6

2.8
0.5

88.3

4.9
3.5

０ １ ２ ３ ４（時間）

1:00

3:13

2:46

2:30

3:00

3:21

3:12

0:33

1:05

1:00

0:40

0:59

1:07

1:13

＊内閣府では、2020年までに、指導的地位に占める女性の割合が30％となるようにするとい
　う目標を掲げています

＊OECDとは経済協力開発機構の略

家事関連時間全体
うち育児の時間

で
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
活
躍

す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
社
会

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
を
感
じ
よ
う
！

〜
デ
ー
タ
で
見
る
男
女
共
同
参
画（
国
際
比
較
編
）〜

▽
G
I
I
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

不
平
等
指
数
）
と
は
、

人
間
開
発
で
の
男
女
間

の
格
差
を
示
す
指
数
。

国
会
議
員
の
女
性
の
割
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T
e

l
e

C
a

l
l

テ
レ
コ
ー
ル

■市役所本庁（代表） ☎36－1121
議事調査課 ☎（36）1119
総務課
　　行政係 ☎（36）1272
　　情報化推進係 ☎（36）5444
生活安全課 ☎（36）5050
人事課 ☎（36）5051
秘書課
　　秘書係 ☎（36）0890
　　広報・報道係 ☎（36）1055
市民課
　　市民係 ☎（36）1126
　　国民年金係 ☎（36）1128
経営企画課 ☎（36）1192
定住化推進室 ☎（36）1284
財政課 ☎（36）1104
契約検査室 ☎（36）1161
税務課
　　市民税係 ☎（36）7350
　　固定資産税係 ☎（36）7351
収納課 ☎（36）5392
コミュニティ課 ☎（36）5394
市民活動推進課 ☎（36）1540
人権対策課 ☎（36）1270
男女共同参画推進課 ☎（36）0048
生活環境課 ☎（36）1421
自然環境課 ☎（36）1130

保健福祉政策課 ☎（36）1308
健康づくり課 ☎（36）1187
福祉課
　　保護1・2係 ☎（36）7353
　　障害者福祉係 ☎（36）3135
介護保険課
　　介護保険係 ☎（36）4877
　　介護認定係 ☎（36）5186
地域包括支援センター ☎（36）1285
国保医療課
　　国民健康保険係 ☎（36）1363
　　後期高齢者医療係 ☎（36）1348
都市計画課 ☎（36）1484
建築課 ☎（36）5203
建設課 ☎（36）1577
維持管理課 ☎（36）7471
会計課 ☎（36）1357
子ども育成課 ☎（36）1214
子ども家庭課 ☎（36）1365
教育政策課 ☎（36）5099
学校管理課 ☎（36）1322
監査委員事務局 ☎（36）5093
選挙管理委員会事務局 ☎（36）1375
固定資産評価審査員会事務局 ☎（36）5093
商工観光課 ☎（36）0037
元気な島づくり課
　　推進係 ☎（36）1725

農業振興課 ☎（36）0041
水産振興課 ☎（36）0031
農業委員会事務局 ☎（36）0046

■市役所本庁以外
市民活動交流室 ☎（36）0311
郷土文化学習交流課 ☎（62）2600
世界遺産登録推進室 ☎（62）2617
発達支援センター ☎（36）0224
図書課 ☎（34）2263
消費生活センター ☎（33）5454
下水道課（宗像終末処理場） ☎（36）4136
渡船課 （神湊港ターミナル）　☎（62）3592
元気な島づくり課（大島行政センター） ☎（72）2211
　　元気な島づくり係
　　市民サービス係
大島診療所 ☎（72）2004

■その他の市関係施設など
宗像市民図書館 ☎（37）1321
宗像ユリックス ☎（37）1311
宗像ユリックス・アクアドーム ☎（37）1377
メイトム宗像（市民活動交流館） ☎（36）0202
男女共同参画推進センター「ゆい」 ☎（36）0250
子育て支援センター ☎（37）3741
青少年センター ☎（36）8303
海の道むなかた館（郷土文化学習交流館） ☎（62）2600

うみんぐ大島（大島海洋体験施設） ☎（72）2361
吉武コミュニティ ☎（32）5904
赤間コミュニティ ☎（39）7051
赤間西コミュニティ ☎（38）9506
自由ヶ丘コミュニティ ☎（32）5594
河東コミュニティ ☎（35）1837
南郷コミュニティ ☎（36）3465
東郷コミュニティ ☎（36）7711
日の里コミュニティ ☎（37）1587
玄海コミュニティ ☎（62）1642
池野コミュニティ ☎（62）2003
岬コミュニティ ☎（62）2656
大島コミュニティ ☎（72）2321
市民体育館 ☎（32）1230
玄海B＆G海洋センター ☎（62）2119
大島ふれ愛センター ☎（72）2294
大島渡船ターミナル ☎（72）2535
宗像清掃工場（エコパーク宗像） ☎（62）0505
宗像地区事務組合（多礼浄水場） ☎（62）0975
宗像地区事務組合（宗像営業所） ☎（36）0010
家庭児童相談室 ☎（36）1302
地域職業相談室 ☎（36）1150
シルバー人材センター ☎（33）1151
道の駅むなかた・観光物産館 ☎（62）2715
正助ふるさと村 ☎（35）1100
グローバルアリーナ ☎（33）8400
宗寿園 ☎（33）2761

①

②

③

④
⑤

⑥

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱
⑲

⑳

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

放射線量
測定結果
１２月3日測定

②

市役所 0.078
赤間コミセン 0.067
道の駅むなかた 0.060

（単位：μSv／h）

▽メイトム宗像休
み⑬

▽学校の日⑪

▽（宗寿園）囲碁大会
9：30～⑳

▽市県民税申
告受付（赤間コ
ミセン）9：30～11：30、
13：00～15：00④

▽家庭の日⑩
▽ジュニアバドミン
トン大会（市民体育館）
13：00～⑯

▽（宗寿園）舞踊＝水穂聖恭
12：00～⑳

▽（宗寿園）銭太鼓＝龍成会
12：00～⑳

▽家庭の日⑩
▽ふれあいバス・コ
ミュニティバス運休②
▽市新春卓球大会・男女別
団体戦（市民体育館）
9：00～⑯

▽宗寿園休み⑳

▽宗寿園休み⑳

▽第20回市ミニバ
スケットボール大
会（市民体育館）9：00～⑯

▽宗寿園休み⑳

▽メイトム宗像休
み⑬
▽ふれあいバス・コ
ミュニティバス運休②
▽宗像オープンバドミントン
大会（市民体育館）9：00～、
第20回中部地区バレーボー
ル新人戦大会（赤間、赤間
西、河東西、自由ヶ丘南小）
9：00～⑯
▽宗寿園休み⑳

2013 CALENDAR
カレンダー
＊日時や場所などが変更になる場合がありますので、ご了承ください
＊宗像ユリックスの行事は１日号のユリックスサラダを見てください

人口 96,299 世帯 39,552
男 45,679 女 50,620
（11月中の異動数）
転入 303 転出 219
出生 58 死亡 81

●人のうごき（11月末日現在）●③

▼
各行事のあとの赤
色の数字は、問い
合わせ先です。
下のテレコールの
赤色の数字のとこ
ろで確認を。

F e b r u a r y

▽市議会本会
議〈予定〉（市
役所）10：00～①
▽第４期固定資産税・
都市計画税⑤、第８期
後期高齢者医療保険料
⑨、介護保険料⑧の納
期限
▽市民図書館休み（月
末整理日）⑭

▽第３回市体育協会
グラウンドゴルフ大
会（ふれあいの森）9：00～⑯
▽歩こう会・吉武地区「妙見の
滝～十一面観音～八所宮かや
ぶき酒造」9：00～11：30⑮

▽（宗寿園）舞踊＝柏雅の会
「初舞」12：00～⑳

２月

▽農業委員会
定例総会（市
役所北館２階・202会
議室）15：00～⑫
▽市県民税申告受付
（吉武コミセン）
9：00～11：30④

▽市県民税申
告受付（玄海
コミセン）
9：00～11：30④

▽（宗寿園）舞踊＝大滝
昇12：00～⑳

▽市県民税申
告受付（赤間
西コミセン）
9：00～11：30④

▽市体育協会
会長杯ゲート
ボール大会（中
央公園・多目的広場）
9：00～⑯
▽市県民税申告受付（大島
ふれあいセンター）10：30～
12：00、13：00～15：00④
▽（宗寿園）カラオケ＝カ
ラオケクラブ交流会
10：30～⑳

▽（シルバー
人材センター）
入会説明会13：30～⑱

▽（宗寿園）舞踊＝千草
会12：00～⑳

▽（宗寿園）舞踊＝翆秀
流12：00～⑳

▽市議会本会
議〈予定〉（市
役所）10：00～①
▽道の駅むなかた（物
産館、食堂）休み⑲
▽市民図書館中央館休
み＊28日まで⑭
▽（宗寿園）カラオケ＝
新春カラオケ大会
10：30～⑳

▽（シルバー
人材センター）
入会説明会13：30～⑱

壁
に
張
って
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▽市県民税申
告・確定申告
受付（市役所北館１階・
103会議室）
9：00～11：30、
13：00～15：00
＊３月15日（金）まで
（土・日曜日を除く）④

▽（宗寿園）将棋大会
9：30～⑳

▽保育所３月
入所締切日⑩

●日・祝日●
　　 9：00～16：30

宗像地区歯科
休日急患センター
　　　　　 　　　　 （田熊）
☎（34）8080●平　日●　19：30～翌朝6：00

●土曜日●　18：00～翌朝9：00
●日・祝日●　  9：00～翌朝6：00

宗像地区急患センター （田熊）
☎（36）1199

休日小児科・内科 休日歯科

●毎日● 19：00～翌朝7：00
●短縮＝＃8000
●専用＝

病気、けが、薬、応急処置など

＊電話がダイヤル回線の人は
　専用電話番号を利用してください

☎092（725）2540（福岡）　
☎093（662）6700（北九州）

県小児救急
医療電話相談

午前9時～午後5時２月の休日外科当番医
 3 日（日） 宗像水光会総合病院（福津市） ☎（34）3111
10日（日） 山本整形外科医院（くりえいと） ☎（3３）８１８０
11日（月・祝） そえだ医院（池田） ☎（62）3231
17日（日） 東郷外科医院（田熊） ☎（36）４１４６
24日（日） 日の里クリニック（日の里） ☎（36）5511

⑥生ごみ堆肥化講座

【フォロー講座】

▽７日（木）／自由ヶ丘コミセン

＊時間は10:00～11:30

■資源物受入日
●北側（エコパーク宗像内）

●西側（ゆ～ゆ～プール横）

⑥

▼土・日曜日　9:00～17:00

▼土・日曜日　9:00～17:00
▼水 曜 日　9:00～19:00

⑰

吉田・多礼ダム
98.6％
（12月１日現在）

＊40％を下回った場合、給水制限を
　検討します

水は大切に使いましょう

ダムの貯水率

▽食育の日⑦

▽（宗寿園）舞踊＝花柳
丞鈴12：00～⑳

道の駅むなか
た（物産館、食
堂）休み⑲

【
お
わ
び
】
印
刷
日
の
関
係
で
、
12
月
末
日
現
在
の
「
人
の
う
ご
き
」
が
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
12
月
末
日
現
在
の
人
口
や
世
帯
な
ど
は
、
下
記
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ＨＰ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
係　

☎
（
36
）
１
１
２
６
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は

分
別
収
集
で

　
　

出
し
ま
し
ょ
う

環　境

海岸を散歩しながらごみ拾いをしてみませんか

　海岸線清掃活動をする「クリーンアップむなかた」の11月までの清掃

状況を紹介します。

【11月】▽参加人数＝31人	 ▽収 集 量＝１１６袋

【累計】 ▽参加人数＝８,５４５人	 ▽収 集 量＝１万９,９００袋

＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

【集合場所】

▽釣川河口両側海岸

＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

▽深浜海岸

＊活動は、毎月第４日曜日11：00から約１時間（雨天中止）

■問い合わせ　生活環境課　☎（36）１４２１

（ｇ/人・日）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

515 549 539 508 506 485

479

480 495 524 442 412 467

522

■
23年度

■
24年度 501 504 464575 512

400

450

500

550

600

510

家庭の燃やすごみ量の推移
（１人１日当たりのごみ量）

分別することでごみ量を減らしましょう
　ごみとして出す前に、分別して資
源物になるかどうかを確認するなど、
ごみの減量に取り組みましょう。
　例えば、お歳暮の空き箱や包装紙、
百貨店の紙袋などは、分別の「雑誌」
として出すことができます。

■問い合わせ先
　生活環境課　☎（36）１４２１

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と

資
源
化
の
推
進
の
た
め
、
昨

年
４
月
か
ら
「
使
用
済
み
て

ん
ぷ
ら
油
」
を
分
別
収
集
で

回
収
し
て
い
ま
す
。
昨
年
11

月
ま
で
に
集
ま
っ
た
油
の
量

は
５
７
２
０
リ
ッ
ト
ル
（
２

リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

２
８
６
０
本
分
）
で
す
。
こ

れ
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
と
し
て
再
生
し
、
市
の

分
別
収
集
車
両
で
使
っ
て
い

ま
す
。

　
家
庭
で
出
る
「
使
用
済
み

て
ん
ぷ
ら
油
」
は
、
燃
や
す

ご
み
で
は
な
く
、
地
域
の
分

別
収
集
や
資
源
物
受
入
施
設

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
食
用
油（
大
豆
油
、

菜
た
ね
油
、
キ
ャ
ノ
ー
ラ

油
、
コ
ー
ン
油
、
ご
ま
油

な
ど
）

＊
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の

鉱
物
油
、
ラ
ー
ド
な
ど
の

動
物
油
は
収
集
し
ま
せ
ん

●
出
し
方
　
使
用
済
み
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
ラ

ベ
ル
は
外
す
）
に
入

れ
、
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ

か
り
閉
め
て
、
そ
の
ま

ま
出
す

＊
天
か
す
な
ど
の
ご
み

は
、
ア
ミ
な
ど
を
使
っ

て
除
く

地域の分別会場で
トラブルが発生しています。

注意してください。

　
市
で
は
、「
ゴ
ミ
問
題
を

考
え
る
住
民
の
連
合
会
・
宗

像
」
と
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
生
ご
み
堆
肥
化
講
座

を
開
催
。
２
月
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
実
践
後
の
疑

問
な
ど
に
答
え
る
「
フ
ォ

ロ
ー
講
座
」
で
す
。
受
講
無

料
。
事
前
申
込
必
要
。

＊
で
き
た
堆
肥
を
使
わ
な
い

場
合
は
、
生
活
環
境
課
窓

口
で
引
き
取
り
ま
す

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

と
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中

に
も
み
殻
く
ん
炭
と
コ
コ
ナ

ツ
ピ
ー
ト
を
入
れ
、
微
生
物

の
力
で
生
ご
み
を
分
解
し
、

堆
肥
化
す
る
も
の
で
す
。

日　程 時　間 場所・申込先（月曜日は休み）

フォロー
講座

２月７日
（木）

10:00

～

11:30

自由ヶ丘
コミセン ☎（32）５５９４

【２月の講座】

生
ご
み
堆
肥
化
講
座

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

疑
問
に
答
え
ま
す

フ
ォ
ロ
ー
講
座
を
開
催

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

　宗像子育てネットワークこねっとが、「子
育て・教育関連用品」を「もとめている人」
と無料で「ゆずる人」の仲介をしています。
　12月15日現在、次の用品を「もとめて
いる人」がいます。

こねっと
の

こねっと
の

も
っ
た
い

コ
ー
ナ
ー

な
い

■利用方法　①住所②氏名③電話番号④用品名を明記して、宗
像子育てネットワークこねっとへ次のいずれかの方法で申し
込む

▽ハガキ（〒811−3437／久原180／メイトム宗像館内）
▽メイトム宗像館内の受付ボックス
▽ FAX（36）３７４１
▽メール konet_munakata@yahoo.co.jp
＊上記の「用品をゆずる人」は、☎080（4317）2524での申込可。
ただし、毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の13：00〜16：30

＊
未
開
封
の
期
限
切

れ
の
油
は
、
そ
の

ま
ま
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
へ
の
移
し
替

え
は
不
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

　
☎
（
36
）
１
４
２
１

▼

正
し
い
出
し
方

▼

間
違
っ
た
出
し
方

●チャイルドシート●赤間小体操服●抱っこひも●博多
のびっこ幼稚園制服一式（女児110〜120）●日の里幼
稚園体操服（S、Mサイズ）●浄徳
寺幼稚園制服・体操服（女児110）、
バッグ●市内小学校冬用体操服
（150〜160）
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準
備
事
務
で
は
、
ア
パ
ー

ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建

物
内
の
住
戸
数
や
寮
、
旅

館
、
事
務
所
な
ど
の
居
住
世

帯
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し

ま
す
。
統
計
調
査
員
が
伺
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同

調
査
へ
の
回
答
に
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課
行
政
評
価
係

　
☎
（
36
）
１
１
９
２

度
「
県
共
助
社
会
づ
く
り

事
業
（
新
し
い
公
共
の
場

づ
く
り
の
た
め
の
モ
デ
ル

事
業
）」
と
し
て
、
健
全
な

出
会
い
を
求
め
る
独
身
の

男
女
に
、
交
流
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
16
日
（
土
）

午
後
１
時
～
同
17
日（
日
）

正
午

＊
１
泊
２
日

●
場
所
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
（
吉
留
）

●
内
容

▽
交
流
を
深
め
る
た
め
の
イ

ベ
ン
ト

▽
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

●
対
象
　
宗
像
・
宮
若
市
と

そ
の
近
郊
に
在
住
か
通

勤
、
実
家
が
あ
る
人
で
、

心
身
共
に
健
康
で
健
全
な

出
会
い
を
求
め
る
25
～
45

歳
の
独
身
の
男
女

●
募
集
人
数
　
男
女
各
25
人

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

（
た
だ
し
宗
像
・
宮
若
市

民
を
優
先
）

●
参
加
費
　
８
０
０
０
円

（
宿
泊
費
、
飲
食
費
な
ど
）

●
申
込
方
法
　
１
月
15
日

（
火
）
か
ら
同
31
日
（
木
）

ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
ゆ
め
み
ら
い
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
事
務
局
へ
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

む
▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

３
１
／
田
熊
６
・
１
・

45
）

▽
FAX
（
36
）
３
２
２
５

＊
申
込
書
は
、
ゆ
め
み
ら

い
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
ＨＰ

さ
つ
き
松
原
再
生
・
保
全
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
家
庭
内
の
も
め

ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
学
校
や
職
場
で
の
い
じ

め
や
差
別
な
ど
、
人
権
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
人
権
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
無
料
。

予
約
不
要
。

●
日
時
　
１
月
29
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
市
役
所
本
館
１

階
・
第
１
相
談
室
、
第
２

相
談
室

●
相
談
担
当
者
　
市
人
権
擁

護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
対
策
課

�

☎
（
36
）
１
２
７
０

特
設
人
権
相
談

市
　
か
　
ら

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
に
さ
つ
き
松
原
ア
ダ
プ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
参
加
団
体
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第３回

アダプト・プログラムに参加した団員

　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
県

連
盟
宗
像
第
２
団
は
、
野
外

活
動
を
通
し
て
、
自
然
を
学

び
、
友
情
や
協
調
の
精
神
を

育
て
る
活
動
を
実
施
し
て
い

る
青
少
年
育
成
団
体
で
す
。

団
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
自

分
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
で
き
な
い
人
を

助
け
る
。
そ
し
て
、
み
ん
な

で
社
会
に
奉
仕
す
る
」。

　
ま
た
、
環
境
保
全
・
社
会

奉
仕
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に｢

ラ

ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
（
さ
つ
き
松
原
『
海
岸
』

の
清
掃
）｣

「
釣
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
な
ど
に
も
参
加
し
て

カ

ウ

ボ

ト

ー

は

イ

ス

い
ま
す
。

　「
後
世
に
私
た
ち
が
育
て

た
松
原
だ
と
自
慢
で
き
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
」
と
団
員
た
ち
は
今
後

の
活
動
に
向
け
て
目
標
を
述

べ
ま
し
た
。

＊
団
体
に
関
す
る
情
報
は
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宗
像
ＨＰ

http://hom
epage2.

nifty.com
/m

una2/
index.htm

で
確
認
可

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
団
体
に
関
す
る
こ
と
＝

　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
県

連
盟
宗
像
第
２
団（
本
蔵
）

　
☎
０
９
０
（
８
７
６
８
）

１
４
２
１

▽
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
こ
と
＝

　
自
然
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
１
３
０

た
。
こ
れ
は
、
障
害
者
自
立

支
援
協
議
会
の
提
案
に
よ
り

初
め
て
実
施
す
る
も
の
で
、

絵
画
や
写
真
、
貼
り
絵
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
毎
年
公
募
し
て

い
る
市
内
の
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
の

人
権
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
と
と

も
に
人
権
啓
発
作
品
展
と
い

う
形
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
展
示
会
が
障

　
今
回
は
、
昨
年
の
12
月
３

日
か
ら
同
９
日
ま
で
の
「
障

害
者
週
間
」
に
取
り
組
ん
だ

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
街
頭
啓
発
】

　
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

12
月
３
日
、「
宗
像
市
人
権

啓
発
強
調
週
間
」
と
併
せ
て

街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し

た
。
く
す
の
木
園
、
は
ま
ゆ

う
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
宗
像
、

緑
ヶ
丘
学
園
、
宗
像
コ
ス
モ

ス
会
共
同
作
業
所
、
宗
像
学

園
が
参
加
。
エ
コ
た
わ
し
や

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
啓
発
物
品

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
買
い

物
帰
り
の
人
ら
に
手
渡
し
、

障
が
い
者
の
福
祉
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
絵
画
作
品
展
】

　
障
が
い
者
の
絵
画
な
ど
の

作
品
の
展
示
会
を
、
昨
年
12

月
７
日
か
ら
同
９
日
に
メ
イ

ト
ム
宗
像
で
開
催
し
ま
し

障
害
者
自
立
支
援

　

協
議
会
だ
よ
り

宗像市

第８回

が
い
者
理
解
な
ど
の
啓
発
や

障
が
い
者
の
作
品
の
発
表
の

場
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
そ
の
他
の
取
り
組
み
】

　
昨
年
10
月
13
日
の
「
枝
豆

狩
り
交
流
会
」、
昨
年
11
月

10
日
の
玄
海
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会
主
催
の

「
玄
海
文
化
ま
つ
り
」、
11
月

24
日
の
「
農
業
ま
つ
り
」
な

ど
に
「
ま
ご
こ
ろ
市
」
を
出

店
し
ま
し
た
。
各
施
設
の
自

慢
の
製
品
を
販
売
し
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
人
た
ち
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
障
害
者
週
間
と
は
】

　
平
成
16
年
６
月
の
障
が
い

者
基
本
法
の
改

正
で
、
国
民
に

広
く
障
が
い
者

の
福
祉
に
つ
い

て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
て
も

ら
い
、
障
が
い

者
の
み
な
さ
ん

が
社
会
、
文
化

な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
毎
年
12
月
３
日
か
ら
同
９

日
ま
で
の
１
週
間
で
、
こ
の

期
間
を
中
心
に
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
関
係
機
関
な
ど

力作ぞろいの人権啓発作品展

で
い
ろ
い
ろ
な
啓
発
活
動
な

ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
５

�

FAX
（
36
）
５
８
５
６

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
青
年

交
流
推
進
協
議
会
（
宗
像

市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
め
み

ら
い
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
、
宮

若
市
）
で
は
、
平
成
24
年

「
春
恋
」
参
加
者
募
集

住
宅
・
土
地
統
計
調

査
の
準
備
事
務
実
施

に
協
力
を

　
市
、
総
務
省
統
計
局
、

県
で
は
、
暮
ら
し
と
住
ま

い
に
関
す
る
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
、
同
調
査
を
10

月
に
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
先
立
ち
、
調

査
区
域
を
確
定
さ
せ
る
た
め

の
準
備
事
務
を
、
１
月
下
旬

か
ら
実
施
し
ま
す
。

上
下
水
道
料
金
の

業
務
を
民
間
委
託
へ

　
宗
像
地
区
事
務
組
合
は
、

業
務
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
宗
像
・
福
津

市
の
上
下
水
道
料
金
関
連
業

務
を
２
月
か
ら
、
株
式
会
社

ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
へ
委
託
し
ま

す
。

＊
市
役
所
内
に
あ
る
宗
像
営

業
所
は
３
月
29
日
（
金
）

で
廃
止
と
な
り
ま
す

●
取
扱
事
業
所
者
　
宗
像
地

区
上
下
水
道
料
金
セ
ン

タ
ー

●
委
託
内
容
　
上
下
水
道
の

開
始
・
中
止
の
名
義
変
更

な
ど
の
受
付
、
料
金
の
案

内
、
検
針
、
収
納
な
ど

●
委
託
期
間
　
２
月
１
日

（
金
）
〜
平
成
28
年
３
月

31
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
組
合

　
☎
（
62
）
０
０
２
６

http://yum
em

irai.
com

/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
入
手
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で

　
メールzen.m

unakata@
gm

ail.com

　
FAX
（
前
述
）
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　コメディアンで司会者としても活躍する映画監督のイ・ギョンギュさん

が、「覆面ダルホ」（チャ・テヒョン主演）に続いて手がける映画「全国のど自慢」を、金海市

を舞台に製作することになりました。

　キム・メンゴン市長とイ・ギョンギュさんらが参加する中、金海市役所で11月12日、この

映画の製作と「金海市戦略的対外広報」に関する業務協約を締結しました。

　金海市と農協銀行金海市支部は、今回の映画製作に行政的支援を実施し、映画を通じて金海

の観光地と特産物を戦略的にPRすることで、金海の対外認知度と経済的付加価値を高める計

画です。

　イ・ギョンギュさんは「伝統と先端技術が共存する複合都市の典型である『伽耶の古都・金

海市』を舞台に、庶民が生きていく話を素材とした、感動的なエピソードを織り込んだ映画を

製作したい」と話しました。

　今回の映画は、３年間の準備期間を経て完成したシナリオを基に、２カ月間金海でロケ。来

年５月ごろの封切り予定です。キム・イングォン、リュ・ヒョンギョン、キム・スミらの人気

俳優が出演する、心温まるヒューマンドラマになると期待されています。

� （金海市広報紙2012年11月21日発行分）

＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パラムむなかた」が翻

訳しています

■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０

キム市長（中央）とイ・ギョンギュさん（右）

　毎月15日号で、市と姉妹
都市の締結をしている韓
国・金海（キメ）市の広報紙
を紹介しています。

映画で
金海をPR

　
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
昨
年
度
１
７
５
０
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
の

他
、
言
葉
の
遅
れ
、
集
団
に

な
か
な
か
入
れ
な
い
、
読
み

書
き
や
計
算
が
苦
手
、
友
達

関
係
が
築
き
に
く
い
な
ど
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
、

家
庭
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
相
談
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に

限
ら
ず
、
子
ど
も
を
育
て
る

親
は
み
ん
な
、
常
に
子
ど
も

の
成
長
を
祈
り
、
悩
み
な
が

ら
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
市
民
講
演
会
は
、

第
１
部
で
は
、
劇
場
公
開
前

か
ら
テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
で

話
題
と
な
っ
た
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
と
家
族
を
あ
り

の
ま
ま
に
記
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
ち
づ
る
」

を
上
映
し
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
、

映
画
の
主
人
公
、

知
的
障
が
い
・
自

閉
症
の
千
鶴
の
兄

で
、
監
督
で
も
あ

る
赤
崎
正
和
さ
ん

の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
障
が
い
者
が
い
る
家
族
だ

け
で
な
く
、
全
て
の
家
族
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
、
良
い
機
会

で
す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。参
加
無
料
。

●
日
程
　
２
月
９
日
（
土
）

●
時
間

▽
開
場
＝
午
後
１
時

▽
映
画
上
映
「
ち
づ
る
」
＝

同
１
時
30
分
～
同
２
時
50

分
▽
講
演
「
妹
が
僕
に
映
画
を

つ
く
ら
せ
た
」
／
赤
崎
正

和
さ
ん
（
映
画
監
督
）
＝

同
３
時
～
同
４
時
30
分

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

多
目
的
ホ
ー
ル

●
定
員
　
先
着
１
５
０
人

●
託
児
　
無
料
。
先
着
30
人

（
５
カ
月
〜
未
就
学
児
）

●
申
込
方
法
　
１
月
29
日

（
火
）
午
後
５
時
ま
で
に
、

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

号
④
託
児
を
希
望
す
る
場

合
は
、
子
ど
も
の
氏
名
と

年
齢
（
○
歳
○
カ
月
）
を

明
記
し
て
、
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
申
し
込
む

▽
ハ
ガ
キ
（
〒
８
１
１
・
３

４
３
７
／
久
原
１
８
０
・

ドキュメンタリー映画「ちづる」

２月
㈯
２月
㈯

家
族
の
あ
り
方

  

に
つ
い
て
考
え
る

〜
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

　
　
　

映
画
上
映
・
市
民
講
演
会
〜

ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
映
画「
ち
づ
る
」

メ
イ
ト
ム
宗
像
内
）

▽
FAX
（
36
）
０
３
０
９

▽
メールh

a
tta

tu
@
c
ity.

m
unakata.fukuoka.

jp＊
参
加
決
定
者
へ
入
場
券
を

発
送
。
当
日
、
必
ず
持
参

を
＊
駐
車
場
の
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
の
利
用
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
（
36
）
０
２
２
４

　市と元気な島づくり事業推進協議会では昨年11月17日、「大島女

神ウオーク」を開催しました。これは、神の住むまち・むなかた「女

神旅イベント」の一つで、また、新遊歩道開通記念事業として開催

したものです。

　当日は、雨のため予定していたウオーキングルートを一部変更。

参加者は168人から49人へと少なくなりましたが、「沖津宮遥拝所」

や「宗像大社中津宮」など、みなさん思い思いにウオーキングを楽

しみました。

　ゴール地点では、大島のみなさんが、玄界灘産アラを使った鍋を

振る舞い、雨で冷えた参加者の体を温めてくれました。

　また、ＲＫＢラジオ「ホークス花の応援団」でおなじみの鬼橋美

智子さんもイベントに参加し、その様子が放送されました。

　観光地の一つ、砲台跡や風車展望所へ通じる新しく整備された遊

歩道など、大島の潮風を感じながらウオーキングをしてみませんか。

■問い合わせ先

　元気な島づくり課（大島行政センター）　☎（72）２２１１

途中雨がやみ傘を畳んでウオーキングを楽しむ参加者

　
市
で
は
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、

広
報
紙
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
一

緒
に
広
報
紙
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
広
報
紙
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
記
事
の
配
置
や
校
正
な

ど
の
指
導
、
助
言
を
し
て
い

ま
す
。

●
業
務
内
容
　
広
報
紙
１
日

号
、
15
日
号
の
校
正
な
ど

（
各
号
２
回
ず
つ
）

広
報
紙

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

＊
記
事
の
内
容
や
見
出
し
の

付
け
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
点
で
指
導
、
助
言
を
し

て
も
ら
い
ま
す

●
応
募
要
件
　
新
聞
記
者
な

ど
の
経
験
が
あ
る
市
民

●
任
期
　
４
月
１
日
（
月
）

〜
平
成
26
年
３
月
31
日

（
月
）

＊
更
新
可
（
最
長
３
年
）

●
賃
金
　
月
額
２
万
９
５
０

０
円

●
募
集
人
数
　
１
人

●
面
接
日
　
２
月
８
日（
金
）

●
申
込
方
法
　
２
月
１
日

（
金
）
ま
で
に
、
市
販
の

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

秘
書
課
広
報
・
報
道
係
へ

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
む

▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
）

▽
直
接
窓
口
（
市
役
所
本
館

２
階
）
へ
持
参

■
問
い
合
わ
せ
先

　
秘
書
課
広
報
・
報
道
係

�

☎
（
36
）
１
０
５
５

「大島女神ウオーク」

思い思いに楽しんだ思思いいいいいいいい思思思いいいいいににに楽楽楽ににににに ししんんんんんだだだんししし だだだだだだだ思思思思思思思思いいいいいいい思思思思思思思思いいいいいいいににににににに楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししんんんんんんんだだだだだだだだ思い思いに楽しんだ
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確定申告が必要な人
【申告が必要な人】
●土地・建物、株式などの譲渡所得や先物取引などの所得がある人
＊公共事業などで県や市に土地を譲渡した人で、特別控除で所得税が発生
しない場合でも、特別控除の適用のためには税務署へ「譲渡所得の内訳
書」を提出する必要があります

●営業、農業、不動産の所得がある人
　（所得額が所得税の控除額より多く、所得税が発生する人）
●年の途中で会社を退職して年末調整を受けていない人や、転職や入社前
の給与を含まずに年末調整を受けた人

●給与所得があり、年末調整済みの給与以外の所得が20万円を超える人
●公的年金の収入が、
　（Ａ）400万円を超える人
　（Ｂ）400万円以下で、その他の所得が20万円を超える人
＊所得税の還付を受けるためには、（Ａ）（Ｂ）に該当しなくても確定申告が
必要です

●給与収入の合計が2,000万円を超える人
●生命保険の満期金など一時所得がある人
　（金額によっては市県民税申告で済む場合もあり）
●住宅借入金等特別控除を受ける人
●医療費控除や雑損控除など、年末調整ではできない所得控除の追加をす
る人

どこに行けばいいの？

　税務署から用紙が送られてこなかった人は、下記の場所で入手できま
す。
●香椎税務署
●市役所
▽本館１階・⑧番市民税係窓口／１月下旬〜２月15日（金）
▽北館１階・103会議室／２月18日（月）〜３月15日（金）
●大島行政センター／１月下旬〜
●各地区コミュニティ・センター／１月下旬〜
＊各地区コミュニティ・センターに置いてある申告用紙は、種類、枚数に
限りがあります

申告用紙はどこで入手できるの？

■問い合わせ先
▽確定申告に関すること
　香椎税務署　　　　　　　　☎０９２（６６１）１０３１

▽国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」に関すること
　作成コーナーヘルプデスク　☎０５７０（01）５９０１

▽市県民税申告に関すること
　税務課市民税係　　　　　　☎（36）７３５０

申告はお早めに！

【
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　インターネットを利用して、便利で安全に手続きできる電子申告
（ｅ-Ｔａｘ）の利用には、電子証明書の取得が必要です。取得する
際は、①交付申請書②住民基本台帳カード③官公署が発行した顔写
真付きの本人確認書類を添えて、市民課窓口へ提出してください。
＊詳しくは、公的個人認証サービスＨＰhttp://www.jpki.go.jp/で
確認を

■問い合わせ先　市民課市民係　☎（36）１１２６

電子申告の利用には電子証明書が必要です

申告書の作成は国税庁ホームページ
「確定申告書等作成コーナー」

を利用してください

http://www.nta.go.jp/　★簡単！便利！
●画面の案内に従って入力すれば、税額などが自動計算されます
●書面提出（印刷して、郵送などで提出）も可
＊インターネットを利用した電子申告（e-Tax）も可能です。利用に
は電子証明書が必要です

①香椎税務署
　２月18日（月）〜３月15日（金）
　9：00〜16：00

＊土・日曜日を除く。ただし、２月24日
（日）、３月３日（日）は開庁
＊還付申告は１月から受付可
＊駐車場は利用できません

②還付申告センター（赤間コミセン）
　１月29日（火）〜２月１日（金）
　9：30〜11：30、13：00〜15：00

＊詳しくは18ページを参照

③市役所北館１階・103会議室
　２月18日（月）〜３月15日（金）
　9：00〜11：30、13：00〜15：00

＊土・日曜日を除く
＊土地・建物、株式などの譲渡所得や、
先物取引などの所得がある場合は受付
不可

＊営業、農業、不動産の所得がある場合
や雑損控除を申告する場合は、２月19
日（火）〜同22日（金）９:30〜11：00、
13：00〜15：00のみ受付可
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【申告が必要な人】
●営業、農業、不動産の所得がある人で、所得税が発生しない人
●給与所得者で年末調整済みの給与以外に20万円以下の所得がある人
●公的年金の収入が400万円以下で、社会保険料などの控除を追加するこ

とで市県民税額が減額になる人
＊所得税の還付を受けるためには、確定申告が必要です
●公的年金の収入が400万円以下で、その他の所得が20万円以下の人
●生命保険の満期金など一時所得がある人（金額によっては確定申告が必

要な場合あり）
●非課税所得（遺族年金など）のみの人や収入がなかった人で、国民健康保

険の加入者、介護保険の１号被保険者、後期高齢者医療保険の被保険者
の人

【申告に必要なもの】
①平成24年１月から12月までの所得が分かるもの
▽営業、農業、不動産、その他の雑所得がある人は、「収入や経費が分か

る帳簿」など
▽給与収入があった人は、「給与所得の源泉徴収票」や「給与支払証明書」
▽公的年金（厚生年金・国民年金・恩給・共済年金・企業年金など）の

収入があった人は、「公的年金等の源泉徴収票」
＊年金の振込通知書では受け付けできません
▽郵便局や信託銀行・保険会社などからの年金収入があった人は、「支払

年金額などのお知らせ」や「年間給付額計算書」「年金支払証明書」な
ど

▽保険の満期金などがあった人は、「収入と払込保険料が分かる明細書」
▽遺族年金や障害年金などの非課税所得があった人は、「年間受取額が分

かるもの」

②所得控除の証明書
▽支払った健康保険料などがある人は、「領収書や支払証明書など年間支

払額が分かるもの」
＊税務課税証明窓口で、支払証明書（無料）を発行します
＊市役所で申告する場合は、前年中に宗像市に支払った国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者医療保険料を申告会場で確認できるため必要
ありません
＊電話での納付額の問い合わせはできません
▽支払った国民年金保険料がある人は、「国民年金保険料控除証明書」
▽支払った生命保険料がある人は、「生命保険料控除証明書」
▽支払った地震保険料がある人は、「地震保険料控除証明書」
▽身体障害者手帳の交付を受けている人は、その「手帳」

③印鑑（認め印）
＊駐車場が混雑します。ふれあいバスや公共交通機関を利用してくださ
い

■問い合わせ先　税務課市民税係　☎（36）７３５０

お知らせ

　市県民税（国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保
険料）の申告受付は下表のとおりです。
＊申告書を自分で作成し、郵送する場合は、「〒811-3492／税
務課市民税係宛て」へ提出を（住所不要）

日　程 場　所 受付時間

２月 １日(金) 赤間コミセン 9：30〜11：30
13：00〜15：00

２月 ４日(月) 赤間西コミセン   9：00〜11：30

２月 ５日(火) 吉武コミセン   9：00〜11：30

２月 ６日(水) 大島ふれ愛センター 10：30〜12：00
13：00〜15：00

２月 ７日(木) 玄海コミセン   9：00〜11：30

２月18日(月)

〜

３月15日(金)

市役所
北館１階・103会議室

  9：00〜11：30
13：00〜15：00

＊南郷と自由ヶ丘コミセンでの受付は、改修工事のため中止
＊各コミセン、大島ふれ愛センターでは「確定申告」の受付は実
施していません

●給与所得者で年末調整済みの人（勤務先から市役所へ給与支
払報告書が提出されている人）で、年末調整済みの給与以外の
収入や所得控除の追加がない人

●公的年金のみの収入の人（年金支払者から公的年金などの支
払報告書が市役所へ提出されている人）で、１年間の受給額が
次の金額の人

▽65歳以上の人は1,515,000円以下
▽65歳未満の人は1,015,000円以下
＊所得税の還付を受けるためには、確定申告が必要です

＊確定申告と市県民税申告のどちらをすれば良いのか判断がつかない
場合は、確定申告をしてください（確定申告は、市県民税申告も兼ね
ています）

＊申告義務のない人でも、児童手当や保育園の入園、公営住宅入居の申
し込みなどの手続きで、所得・課税証明などが必要な場合は、市県民
税申告をしてください

＊平成25年１月１日時点で宗像市に住んでいなかった人は、当時住ん
でいた市区町村に相談してください

【
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申告用紙はどこで入手できるの？
　市県民税申告の用紙は、前年に市県民税申告をした人らを対象に、市
役所から送ります。
　市役所から用紙が送られてこなかった人で、申告が必要な人は、下記
の場所で入手できます。
●市役所
▽本館１階・⑧番市民税係窓口／１月下旬〜
▽北館１階・103会議室／２月18日（月）〜３月15日（金）
●大島行政センター／１月下旬〜
●各地区コミュニティ・センター／１月下旬〜

確定申告については
香椎税務署☎０９２（６６１）１０３１へ問い合わせを

どこに行けばいいの？

市県民税（  　　　　　　　　）申告が必要な人国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料

申告の必要がない人
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還付申告センターで
確定申告ができる人

医療費控除

申告に必要なもの

住宅借入金等特別控除

①医療費控除か住宅借入金等特別控除を受ける人
　昨年中に多額の医療費を支払った場合や、住宅ローン
で自宅を購入・建築・増改築した場合などは、確定申告
をすることで給与や年金から天引きされていた所得税
（源泉徴収税）が還付されることがあります。

②年金所得者で確定申告をすると源泉徴収されていた税
金が戻る人

　年金を受け取る時に源泉徴収されていた所得税は概算
にすぎません。確定申告で実際に納めるべき所得税との
精算をしなければなりません。納めすぎていた場合はそ
の分が還付されます。

③昨年の中途で会社を退職し再就職しなかったため、年
末調整を受けていない人

　年末調整と同じように、確定申告で所得税の精算をし
ます。

④確定申告で寄附金控除などの控除を受ける人
　所得税の控除には、寄附金控除、社会保険料控除、障
害者控除などがあります。詳しくは香椎税務署へ問い合
わせを。

⑤株式などの配当収入があった人
　株式などの配当収入は、原則として、その配当が支払
われる時に所得税が源泉徴収されています。確定申告で
配当控除後の所得税との精算をして、源泉徴収された額
の方が多い場合はその分が還付されます。ただし、市県
民税や国保税などが増額になる場合があります。
＊不動産所得、事業所得（農業・営業など）、資産の譲
渡による所得などがあった人は、「還付申告センター」
では申告できません

　本人や生計が同じ親族のために支払った医療費の正味負担額（＊）が、
10万円か所得の５％を超える場合は、医療費控除を受けることができま
す。
（＊）１年間に支払った医療費総額から、保険や給付金などで補てんされ
る額を差し引いた金額

＊必ず事前に領収書の合計を計算してきてください

【共通事項】
①平成24年分の収入が分かる書類（給与所得、公的年金などの源泉徴収
票など）

　次の①と②の場合で一定の要件を満たせば、住宅借入金等特別控除を
受けることができます。
①住宅ローンを組んで、自宅を新築か購入（中古住宅を含む）して、昨
年中に住み始めたとき

②増改築ローンを組んで、本人所有の自宅に増築か改築などして、昨年
中にその部分に住み始めたとき

「還付申告センター」を利用してください香椎税務署からの
お知らせ

■問い合わせ先　香椎税務署　☎０９２（６６１）１０３１（代表）

▽期　間 　１月23日（水）、同24日（木）
▽会　場　 ふくとぴあ（福津市健康福祉
　　　　　 総合センター）
▽受付時間      9：30～11：30
　　　　    13：00～15：00

福津市役所

福間駅

手光

太郎丸

ふくとぴあ

福津会場

JR

赤間小学校

▽期　間　 １月29日（火）～２月１日（金）
▽会　場    赤間地区
　　　　　 コミュニティ・センター
▽受付時間      9：30～11：30
　　　　    13：00～15：00

宗像会場

赤間地区
コミュニティ・
センター

赤間構口信号

徳重交差点

国道３号線

赤間上町信号

城山中学校

教育大前駅
JR

▽期　間　 ２月６日（水）～３月15日（金）
　　　　　 ＊土・日曜日、祝日を除く
▽会　場 　福岡市中央区天神1-11-17
　　　　　 福岡ビル９階大ホール
▽受付時間 　9：00～15：30

（注）３会場とも電話による問い合わせは受け付けていません

地下鉄 西鉄イン福岡

中央郵便局
昭和通り

天神

福岡市役所

福岡ビル
西
鉄
福
岡（
天
神
）駅

ア
ク
ロ
ス
福
岡

那
珂
川　下記に該当する場合は、相談を受け

付けていません
●事業所得・不動産所得が300万円超
●消費税の課税売上高が3,000万円超　●譲渡所得　●贈与税の申告相談

還 付 申 告 セ ン タ ー

税理士会による申告相談センター

福岡会場

②所得控除のための証明書（国民年金保険料控除証明書、生命保険料・
地震保険料控除証明書など）

＊勤務先で年末調整をしている人は不要
③認め印
④本人名義の口座番号

【医療費控除を受ける人】
⑤医療費の領収書、介護保険の利用料領収書
＊健康保険組合や市町村が発行する「医療費のお知らせ」では受け付け
できません

⑥支払われる療養費や給付金の明細書

【住宅借入金等特別控除を受ける人】
⑦住民票の写し（平成25年１月１日以降発行のもの）
⑧家屋の登記簿謄（抄）本（登記事項証明書）
⑨工事請負契約書か売買契約書の写し
＊収入印紙があるもの
⑩金融機関からの「住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書」
⑪増改築の場合は、建築士からの増改築等工事証明書
〈家屋の敷地にかかるローンも含めて控除を受ける場合は、次の書類も必
要です〉
⑫敷地の登記簿謄（抄）本（登記事項証明書）
⑬敷地の売買契約書（⑨と重複するときは１通で可）の写し
⑭敷地の先行取得にかかるローンのときは、敷地の分譲契約書など、そ
のローンが一定の要件を満たすローン契約であることを証明する書類

【
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豊かな人権感覚を培おう！　■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）１２７０
平成23年度 小・中学生作成の人権標語を毎号紹介します。人権は、「人が生存と自由を確保し、幸福を追求する権利」。みなさん、人権を考えてみませんか。（19〜21ページ）

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
前
に
高
額
療
養
費
の

支
給
申
請
手
続
き
を

　
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
時
は
、
医

療
機
関
の
領
収
書
か
支
払
証
明
書
が
必

要
で
す

　
確
定
申
告
後
に
高
額
療
養

費
の
申
請
を
す
る
場
合
、
領

収
書
を
税
務
署
か
ら
返
却
し

て
も
ら
う
か
、
医
療
機
関
で

支
払
証
明
書
（
有
料
）
を
発

行
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
高
額
療
養
費
と
し

て
戻
る
金
額
は
、
医
療
費
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
医
療
費
か
ら
高
額
療
養

費
を
差
し
引
い
た
金
額
で
、

あ
ら
た
め
て
申
告
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
１

参
照
）。

　
市
で
は
、
高
額
療
養
費
に

該
当
す
る
未
申
請
者
に
、「
高

額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
つ

い
て
」
を
診
療
月
の
３
カ
月

後
と
申
請
期
限
の
２
カ
月
前

に
通
知
。
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
に
該
当
す
る
未
申
請
者

【高額療養費、高額介護サービス費の支給申請に
� 必要なもの】

高額療養費 高額介護
サービス費

診療月の領収書 ○ ×

預金通帳 ○ ○

印鑑（認め印） ○ ○

国民健康保険被保険者証 ○ ×

【図１】

申告前に
高額療養費の申請を
する場合の流れ

申告後に
高額療養費の申請を
する場合の流れ

高額療養費申請 確定申告

領収書請求

高額療養費申請

修正申告

確定申告市
　
か
　
ら

市
運
動
広
場
・

野
球
場
Ｂ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
閉
鎖

　
市
で
は
、
玄
海
小
学
校
の

移
転
に
伴
い
、
市
運
動
広

場
・
野
球
場
Ｂ
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
４
月
１

日
（
月
）
か
ら
閉
鎖
し
ま
す
。

　
な
お
、
野
球
場
Ｂ
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
４
月
か
ら
学
校
施
設

県
立
北
九
州
視
覚
特
別

支
援
学
校
「
幼
稚
部
」

「
高
等
部
」
生
徒
募
集

●
募
集
期
間

▽
幼
稚
部
＝
２
月
４
日（
月
）

～
同
18
日
（
月
）

▽
高
等
部
＝
２
月
１
日（
金
）

～
同
13
日
（
水
）

●
入
学
検
査
日
　
３
月
５
日

（
火
）

●
対
象

▽
幼
稚
部
＝
平
成
21
年
４
月

２
日
～
同
22
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
幼
児

▽
高
等
部
＝
あ
ん
ま
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師
、は
り
師
、

き
ゅ
う
師
の
国
家
資
格
取

得
を
目
指
す
人
で
、
特
別

支
援
学
校
高
等
部
、
高
校

を
卒
業
し
て
い
る
人
か
３

月
末
卒
業
見
込
み
の
人

＊
視
覚
障
が
い
の
程
度
は
、

次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お

む
ね
０
・
３
未
満
の
人

②
視
野
狭
窄（
き
ょ
う
さ
く
）

な
ど
視
力
以
外
の
高
度
な

視
覚
機
能
障
が
い
の
あ
る

人
＊
入
学
の
条
件
に
身
体
障
害

者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
学
校

　
☎
０
９
３
（
６
５
１
）
５

４
１
９

　
FAX
０
９
３
（
６
５
１
）
９

０
９
５

県
立
福
岡
聴
覚
特
別

支
援
学
校
「
幼
稚
部
」

生
徒
募
集

●
募
集
期
間
　
１
月
28
日

（
月
）
〜
２
月
８
日
（
金
）

●
入
学
選
考
日
　
２
月
20
日

（
水
）

●
対
象
　
平
成
21
年
４
月
２

日
〜
同
22
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
聴
覚
に
障

が
い
の
あ
る
幼
児

＊
４
〜
５
歳
児
も
受
付
中

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
学
校

　
☎
０
９
２
（
８
２
１
）
１

２
１
２

　
FAX
０
９
２
（
８
２
２
）
９

８
６
１

国
・
県
な
ど
か
ら

と
し
て
開
放
す
る
た
め
、
引

き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
推
進
課

�

☎
（
36
）
１
５
４
０

　
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査

員
が
調
査
票
を
配
布
す
る
た

め
、
調
査
対
象
を
訪
問
し
ま

す
。調
査
員
の
説
明
を
聞
き
、

調
査
へ
の
回
答
に
理
解
と
協

毎
月
勤
労
統
計
調
査

の
準
備
調
査
と
労
働

力
調
査
に
協
力
を

●
主
催
　
県
社
会
福
祉
協
議

会
●
日
時
　
２
月
１
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
＊
受
付
は
、
午
前
��
時
～
午

後
２
時
��
分

●
会
場
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
原
町
３
・

１
・
７
）

●
内
容
　

▽
求
人
事
業
所
と
求
職
者
の

就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー

▽
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
資
格
・

求
職
）

▽
障
が
い
者
が
作
っ
た
「
ま

ご
こ
ろ
製
品
」
の
展
示
と

販
売

▽
求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

●
対
象
　
社
会
福
祉
施
設
な

ど
へ
の
就
職
希
望
者
、
３

月
末
卒
業
予
定
の
学
生

●
参
加
費
　
無
料

●
持
参
品
　
履
歴
書

＊
求
人
事
業
所
と
の
面
談
が

で
き
ま
す
の
で
複
数
用
意

を
●
託
児
　
無
料
（
３
カ
月
～

就
学
前
）

＊
託
児
は
要
予
約

＊
面
談
会
は
事
前
申
込
不
要

■
託
児
予
約
・
問
い
合
わ
せ

先
　
同
協
議
会

　
☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３

３
１
０

「
福
祉
の
職
場
」

合
同
就
職
面
談
会

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
調
査
内
容
を
本
調
査
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

【
①
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の

準
備
調
査
】

●
内
容
　
県
が
、
労
働
者
の

賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の

変
化
を
調
査

●
調
査
日
　
２
月

●
調
査
対
象
　
東
郷
４
・

５
・
６
丁
目
の
事
業
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
調
査
統
計
課

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

１
８
７

【
②
労
働
力
調
査
】

●
内
容
　
わ
が
国
の
失
業
率

や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
重
要
な
統
計
調
査

●
調
査
対
象
　
毎
月
、
無
作

為
に
選
定
さ
れ
た
世
帯

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
調
査
統
計
課

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

１
８
６

に
は
毎
月
通
知
し
て
い
ま

す
。

　
高
額
療
養
費
は
、
該
当
す

る
月
ご
と
に
申
請
が
必
要
で

す
が
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
は
一
度
申
請
す
れ
ば
、
そ

の
後
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　
通
知
が
届
い
た
ら
速
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申

請
期
間
は
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
か
ら
２
年
以
内
で
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
申

請
期
間
も
２
年
以
内
で
す
。

＊高額療養費、高額介護サービ
ス費とは、同じ月内に、国保
で受診した医療費の自己負担
額（介護保険で受けた介護サー
ビスの利用者負担額）が、一
定の基準を超えた場合の、超
えた分の金額

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
国
保
医
療
課

　
国
民
健
康
保
険
係

�

　
☎
（
36
）
１
３
６
３

▽
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

�

　
☎
（
36
）
４
８
７
７

　

選
挙
人
名
簿
と
は
、
選
挙
人
（
選
挙
権
を
持
つ
人
）
の
範
囲
を
確

定
し
て
お
く
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
人
を
登
録
し
て
お
く
公
薄

で
す
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
市
区
町
村
の

区
域
内
に
住
所
を
持
つ
、
満
��
歳
以
上
の
国
民
で
あ
り
、
か
つ
住
民

票
が
作
成
さ
れ
た
日
（
転
入
者
の
場
合
は
転
入
届
を
し
た
日
）
か
ら

３
カ
月
以
上
、
そ
の
市
区
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）　

☎
（
36
）
１
３
７
５

選挙人名簿

このコーナーでは、選挙に関
する一口メモと４コマ漫画を
紹介しています。
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結
婚
式
を
挙
げ
た
い

カ
ッ
プ
ル
を
募
集

韓
国
料
理
講
座

受
講
者
募
集

多くのファンが試合を盛り上げました
　キヤノンイーグルスとの試合が昨年12月２日、グローバルアリー

ナで開催されました。4,400人を超えるファンが会場に駆けつけ、

試合を盛り上げました。結果は10対23で負けてしまいましたが、

ファンは最後まで熱い声援を送りました。

　当日は、各種イベントを開催し、勝利チームには宗像市から鐘崎

産ブリ３本と吉武地区コミュニティ運営協議会から米60kgを、マ

ンオブザマッチ（最優秀選手）には宗像観光協会からイカ１杯とフ

グ３kgが贈られました。

　その他、宗像観光協会が大島名物、黒アナゴを使った「トウヘイ

鍋」を振る舞い、抽選会では市と宗像観光協会から、観客５人に鐘

崎産ブリが贈られました。

　みなさん応援をありがとうございました。

＊試合の詳細は、福岡サニックスブルースＨＰ http://rugby.sanix.

jp/を見てください

今季トップリーグ終了
　トップリーグ最終戦は１月６日、福岡市のレベルファイブスタ

ジアムでNECグリーンロケッツとの試合でした。この試合結果は、

市広報紙２月１日号に掲載予定です。

■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

４
月
か
ら
婦
人
相
談
と

母
子
・
寡
婦
福
祉
相
談

窓
口
が
変
更
に

●
日
時
　
月
・
水
・
金
曜

日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

●
場
所
　
県
宗
像
総
合
庁

舎
１
階
（
東
郷
）
／
☎

（
36
）
２
４
７
３

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

【運動時の体の変化（冬の場合）】

筋肉を使う

血液循環 寒冷順化

エネルギー
消費

気温の低下に適応できる
体に近づく

呼吸数、
心拍数アップ

皮膚下の
血流量回復

またふえた　みんなの笑顔　あたたかい（高山春菜・吉武小５年）
やさしい言葉　友達の心を開く　一言（平田拓

た く み

望・赤間小５年）
たのしいな　みんなとサッカー　できること（さとうりく・玄海小３年）
思いやり　みんなえ顔で　うれしいな（徳丸なおと・自由ヶ丘南小３年）

運動の効果

　「寒冷順化」を効率良くするためには、有酸素運動が良いといわれています。
今回は、日常生活に取り入れやすいウオーキングを紹介します。

ウオーキングの利点
①歩行速度やピッチを変えることができる→腕振りの幅や歩幅で運動強度の
調節が可能
②室内や野外でも実施できる→天候に合わせて選択が可能
③下半身の筋力強化にもつながる→転倒予防、骨粗しょう症の予防にも効果
がある

どのくらい運動すればいいの？
①運動頻度→週３回程度が目安
②運動時間→初めは、10分程度で構いません
＊個人の体力に合わせて実施します

③運動強度→汗がじんわりとにじむ程度
＊気温や体調に応じて服装や運動強度、時間などを調整してください

　寒い時期ですが、継続的にウオーキングなどの運動を実施し、寒さに負け
ない体をつくりましょう。
■問い合わせ先　宗像ユリックス・アクアドーム　☎（37）１３７７

がんばれブルース！
福岡サニックスブルースは宗像市を本拠地とする

トップリーグのラグビーチームです

国
・
県
な
ど
か
ら

寒さに負けない
体づくりを！

●
主
催
　
む
な
か
た
金
海
の

会
●
日
時
　
１
月
26
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

調
理
実
習
室

●
内
容
　
か
ぼ
ち
ゃ
の
お
か

ゆ
、
チ
ャ
プ
チ
エ
（
韓
国

春
雨
の
炒
め
物
）、
大
根

キ
ム
チ

●
講
師
　
宗
政
茜
さ
ん
（
韓

国
料
理
教
室
主
宰
）

●
受
講
料
　
１
０
０
０
円

●
定
員
　
先
着
20
人

●
持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
タ
オ
ル
２
枚
（
台

拭
用
、
食
器
用
）、
持
ち

帰
り
用
パ
ッ
ク

■
申
込
方
法
　
１
月
22
日

（
火
）
ま
で
に
、同
会
（
東

出
）
☎
（
36
）
８
２
４
４

へ
電
話
で
申
し
込
む

＊
不
在
時
は
、
留
守
番
電
話

に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
を
２
回
繰
り
返
し
て

録
音
し
て
く
だ
さ
い
。
折

り
返
し
連
絡
し
ま
す

　「寒冷順化」という言葉を知っていますか？　これは、寒さに適応できる
体になった状態のことをいいます。

【体温調節と体の変化】

暑いとき 季節での体の変化
（項目別） 寒いとき

下げる 体温 上げる

体表面温度を上げる 体熱に対する対処 体表面温度を下げる

促進する 熱放出 抑制する

拡張する 皮膚の血管 収縮する

増加する 血流 減少する

＊人間には体温調整機能があり、体温を一定に保つことができます。寒いと
きは、熱を逃がさないように体が反応していることが分かります

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
（
遠
賀
分
庁

舎
）
社
会
福
祉
課
児
童
家

庭
係

　
☎
０
９
３
（
２
０
１
）
４

１
６
２

●
日
時
　
２
月
24
日
（
日
）

正
午
〜
午
後
２
時

●
内
容
　
赤
間
宿
ま
つ
り
で

花
嫁
行
列
の
主
役
を
務

め
、
実
際
に
須
賀
神
社
で

挙
式
を
し
ま
す

●
応
募
要
件
　
次
の
①
〜
③

全
て
に
該
当
す
る
人

①
未
婚
の
カ
ッ
プ
ル
か
、
平

成
23
年
１
月
以
降
に
結
婚

し
た
が
、
結
婚
式
を
挙
げ

て
い
な
い
夫
婦

②
事
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど

に
２
人
で
参
加
可
能
な
人

（
日
程
調
整
可
）

③
広
報
紙
な
ど
に
写
真
や
記

事
の
掲
載
を
了
承
し
て
く

れ
る
人

＊
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

●
募
集
人
数
　
２
組

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

選
考
し
て
決
定
。
結
果
は

申
込
者
に
直
接
通
知

●
参
加
費
　
１
組
５
万
円

（
挙
式
、
衣
装
、
着
付
代

含
む
）

●
応
募
方
法
　
１
月
27
日

（
日
）
必
着
で
、
①
２
人

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
②
応
募
動
機
を

明
記
し
、
２
人
の
写
真
を

添
え
て
、
赤
間
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

（
〒
８
１
１
・
４
１
４
６

／
赤
間
２
・
３
・
１
）
へ

郵
送
す
る

＊
他
薦
の
場
合
は
、
申
込
者

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
も
明
記

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
協
議
会

　
☎
（
39
）
７
０
５
１

ハーフタイムでの抽選会
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忘れないで　その大切な　命の重さ（浅海菜
な る

瑠・玄海中１年）悪口を　なくしていこう　自分から（古木伶
れ な

奈・河東中１年） 

　
「
申
し
込
み
の
健
康
食
品

を
送
り
ま
す
」
と
突
然
電
話

が
あ
り
、「
申
し
込
ん
だ
覚

え
が
な
い
」
と
断
る
と
暴
言

を
吐
か
れ
、
一
方
的
に
健
康

食
品
を
送
り
付
け
ら
れ
た
と

い
う
相
談
が
、
全
国
的
に
増

え
て
い
ま
す
。

■
事
例

　
「
２
カ
月
前
に
申
し
込
み

い
た
だ
い
た
５
万
円
の
健

康
食
品
を
着
払
い
で
送
り

ま
す
」
と
突
然
電
話
が
あ

り
、「
覚
え
が
な
い
」
と
断

る
と
、「
申
し
込
ん
だ
時
の

証
拠
の
録
音
テ
ー
プ

が
あ
る
。
受
け
取
ら

な
い
な
ら
裁
判
に
訴

え
る
」と
脅
さ
れ
た
。

仕
方
な
く
承
諾
し
た

が
、
断
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
？

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
申
し
込
ん
だ
覚
え

が
な
く
、
購
入
す
る

つ
も
り
が
な
け
れ

ば
、
き
っ
ぱ
り
断
り

ま
し
ょ
う
。
あ
い
ま
い
な
返

事
を
す
る
と
、
承
諾
し
た
と

解
釈
さ
れ
、
一
方
的
に
商
品

が
送
り
付
け
ら
れ

て
く
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
電

話
勧
誘
販
売
の
場

合
、
一
度
断
っ
た

人
へ
勧
誘
を
続
け

る
こ
と
は
法
律

（
特
定
商
取
引
法
）

で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
食
と
農
」

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
主
催
　
Ｊ
Ａ
む
な
か
た
、

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン

教
室
「
初
級
ゆ
っ
く

り
コ
ー
ス
」

●
主
催
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

●
日
時
　
２
月
21
日
（
木
）

～
４
月
25
日
（
木
）
の
毎

週
木
曜
日
、
午
後
１
時
～

同
３
時

＊
全
��
回

●
場
所
　
同
セ
ン
タ
ー
（
赤

間
）

でばんビちゃん

　市消費生活センターでは、月～金曜日の相談
に加えて、毎月第２・第４土曜日に電話相談を
実施しています。利用してください。

第２・第４土曜日電話相談

時　間　8：30～17：00　☎（33）5454

財
団
法
人
む
な
か
た
地
域

農
業
活
性
化
機
構

●
日
時
　
２
月
７
日
（
木
）

午
後
１
時
開
場
、
同
１
時

30
分
〜
同
４
時
実
施

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
内
容

▽
基
調
講
演
「
食
べ
る
こ
と

は
、
生
き
る
こ
と
」
／
中

西
一
清
（
い
っ
せ
い
）
さ

ん
（
Ｒ
Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
と
も
に
考
え
よ
う
！

こ
れ
か
ら
の
食
と
農
in
む

な
か
た
」
／
若
手
農
業
者

と
消
費
者
代
表

●
定
員
　
５
０
０
人

●
参
加
費
　
無
料

＊
参
加
者
に
は
記
念
品
あ
り

＊
事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
む
な
か
た

　
農
業
対
策
課

　
☎
（
36
）
２
３
７
４

●
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

向
け
の
講
習

●
対
象
　
55
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
先
着
15
人

●
受
講
料
　
５
５
０
０
円

＊
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
１
７

７
０
円
、
パ
ソ
コ
ン
を
借

り
る
人
は
１
回
２
５
０
円

必
要

●
そ
の
他
　
実
用
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
（
毎

週
月
曜
日
、
午
後
１
時
〜

同
３
時
）

＊
以
前
、
同
コ
ー
ス
を
受
講

し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
再

受
講
可

■
申
込
方
法
　
２
月
14
日

（
木
）
ま
で
に
、
同
セ
ン

タ
ー
☎
（
33
）
１
１
５
１

へ
電
話
で
申
し
込
む

＊
受
付
は
月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
��
分
～
午
後
５
時

■
対
処
法

●
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
代
金
引
換
配
達
な
ど

で
商
品
が
届
い
た
場
合

　
決
し
て
代
金
を
支
払
わ

ず
、
受
取
拒
否
を
し
ま
し
ょ

う
。
念
の
た
め
、
家
族
に
も

心
当
た
り
の
な
い
宅
配
便
は

受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
伝
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
方
的

に
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
場

合
、
契
約
は
成
立
し
て
い
な

い
の
で
、
支
払
い
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
断
り
き
れ
ず
に
承
諾
し
、

商
品
が
届
い
た
場
合

　
商
品
を
受
け
取
っ
て
か
ら

８
日
間
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
」
で
、
無
条
件
に

解
約
で
き
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。
８
日
間
を
過
ぎ
て
も
、

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
き

ら
め
ず
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

注文もしていないのに
強引に送られてくる

健康食品

注文もしていないのに
強引に送られてくる

健康食品
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戻
す「
成
分
献
血
」

と
い
う
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　「
現
在
の
輸
血

医
療
は
、
患
者
に

必
要
な
成
分
だ
け

を
輸
血
す
る
成
分

輸
血
が
主
流
に

な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
バ
ス
で
集
め

た
血
液
も
、
厳
重

な
検
査
を
実
施
し
た
後
、
成

分
ご
と
に
分
離
さ
せ
て
輸
血

用
血
液
製
剤
を
造
り
ま
す
」

と
力
丸
さ
ん
。
血
液
は
、
人

工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き

ず
、
長
期
間
保
存
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
有
効
期
間

は
、
一
番
長
持
ち
す
る
血
漿

製
剤
で
採
血
後
１
年
間
、
全

血
製
剤
と
赤
血
球
製
剤
が
採

血
後
21
日
間
、
最
も
多
く
使

わ
れ
る
血
小
板
製
剤
は
採
血

後
４
日
間
し
か
も
た
な
い
と

健康・福祉

■
昨
年
末
の
２
週
間
、
福
岡

教
育
大
学
の
学
生
さ
ん
が
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
広

報
・
報
道
係
で
実
習
に
臨
み

ま
し
た
■
不
安
と
緊
張
の
中

で
の
実
習
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
取
材
時
の
、
し
っ
か

り
質
問
を
準
備
し
て
相
手
の

話
を
一
生
懸
命
聞
き
取
る
姿

を
見
て
、
思
わ
ず
広
報
担
当

に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
■
就
職
活
動
も

本
番
。
み
ん
な
で
い
い
報
告

を
待
っ
て
い
ま
す
。�

（
あ
）

■
以
前
、
国
保
や
介
護
保
険

を
担
当
し
て
い
て
、
２
〜
3

月
は
例
年
、
確
定
申
告
を
受

け
付
け
て
い
ま
し
た
■
入
庁

１
年
目
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た

時
、
税
務
課
先
輩
職
員
に
質

問
攻
め
で
緊
張
の
一
日
を
終

え
、
最
後
は
ぐ
っ
た
り
■
最

近
は
電
子
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、か
な
り
便
利
に
。

市
役
所
で
確
定
申
告
さ
れ
る

と
き
は
、
な
る
べ
く
お
早
め

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�（
の
）

■
先
月
か
ら
連
載
が
始
ま
っ

た
「
子
ど
も
の
未
来
が
育
つ

ま
ち
」。
今
回
は
３
人
の
子

ど
も
た
ち
の
お
か
げ
で
取
材

も
に
ぎ
や
か
■
子
ど
も
た
ち

は
緊
張
し
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
最
後
は
笑
っ
て
手
を

振
っ
て
く
れ
て「
バ
イ
バ
イ
」

と
一
言
。
そ
の
姿
に
と
て
も

癒
や
さ
れ
、
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
■
子
ど
も
の
笑
顔
に

は
特
別
な
力
が
あ
る
な
と
感

じ
た
一
日
で
し
た
。�

（
ま
）

献血で守れる
命があります

第 70 回
　

生
命
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
血
液
。
そ
の
血
液

を
善
意
で
提
供
し
、
医
療
を
支
え
て
い
る
の
が
献

血
で
す
。
１
月
と
２
月
は
「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中
。
今
回
は
、
献
血
活
動
の
現

場
を
市
民
記
者
が
取
材
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課　

☎
（
36
）
１
１
８
７ 

　現在、県内で年間約22万5,000人の献血者が必要です。
１日当たりに換算すると、日々616人に献血してもらう必
要があります。
　輸血に必要な血液をいつでも十分に確保するためには、
絶えず誰かの献血が必要です。
　献血にかかる時間は、全血の場合、受付から採血後の休
憩まで約40分。このわずかな時間で助かる命があります。
　患者さんの命を守る献血は、みなさんの愛の贈り物です。
宗像市の各地域にも定期的に献血バスが伺っています。こ
のバスでは400mLの献血に協力をお願いしています。
　みなさんも一度、献血会場に足を運んでください。
●献血できる人
▽年齢＝男性は17〜69歳、女性は18〜69歳
＊65歳以上の人は、60歳代での献血経験がある人のみ
▽体重＝50kg以上
▽健康な人
＊献血前に、問診、血圧測定、ヘモグロビン濃度測定を実
施します

■問い合わせ先
　県赤十字血液センター　☎０９２（９２１）１４９３

けんけつちゃん

　今回は
保健師に代わり
けんけつちゃんからの
　　一言です

　
地
域
で
の
献
血
は
、
市
と

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
が
協

働
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
市

は
、
年
間
計
画
の
策
定
、
会

場
の
確
保
や
現
場
で
の
協

力
、
献
血
思
想
の
普
及
と
啓

発
、
献
血
不
適
格
者
の
事
後

指
導
、
参
加
者
台
帳
の
整
備

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
で
の
献
血
を
支
え

る
た
め
、
医
師
会
や
各
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

な
ど
で
構
成
す
る
「
献
血
推

進
協
議
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
血
液
セ
ン
タ
ー
は
、
採

　
11
月
８
日
、
道
の
駅
む
な

か
た
で
の
献
血
バ
ス
に
献
血

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
初
め

に
献
血
者
の
健
康
状
態
を
知

る
た
め
に
、
23
項
目
の
問
診

票
に
記
入
し
て
も
ら
い
、
血

圧
を
測
っ
て
医
師
の
問
診
を

受
け
ま
す
。
少
量
の
血
を
採

り
、
貧
血
の
心
配
が
な
い
か

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
測
定
と

血
液
型
判
定
を
実
施
し
た

後
、
採
血
を
し
ま
す
。

　
現
在
の
採
血
量
は
1
回
に

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
10 

〜
15
分
で
終
わ
り
ま
す
。
受

付
か
ら
採
血
後
の
休
憩
ま
で

　

平
成
��
年
度
の
献
血
者
目
標
は

１
３
２
０
人　

買
い
物
つ
い
で
に
気
軽
に
献
血

を
入
れ
て
も
約
40
分
で
す
。

福
岡
地
区
で
は
５
台
の
献
血

バ
ス
が
回
っ
て
い
て
、
１
台

で
１
日
70
人
を
目
標
と
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

推
進
課
の
力
丸
佳
子
さ
ん

は
「
採
血
基
準
が
あ
り
、
４

０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
は

男
性
が
17
～
69
歳
、
女
性
が

18
～
69
歳
で
、
共
に
体
重

50
キ
ロ
以
上
の
人
が
献
血

可
能
で
す
」。
献

血
バ
ス
で
は
、
全

血
献
血
と
呼
ば
れ

る
方
法
で
採
血
し

て
い
ま
す
が
、
そ

の
他
に
血
小
板
や

血
漿
（
け
っ
し
ょ

う
）
と
い
う
特
定

の
成
分
だ
け
を
採

血
し
、
回
復
に
時

間
の
か
か
る
赤
血

球
を
再
び
体
内
に

各会場を献血バスで回ります

採血中は看護師がそばにいるので安心です

い
い
ま
す
。

　「
冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
、

風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人

が
多
い
う
え
、
学
校
や
企
業

な
ど
の
団
体
協
力
も
受
け
に

く
く
、
時
期
的
に
献
血
者
が

減
っ
て
き
ま
す
」
と
力
丸
さ

ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
全

国
の
血
液
セ
ン
タ
ー
の
相
互

協
力
で
、
安
定
的
に
供
給
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
昭
和
49
年
以
降
、
日
本
で

血
・
検
査
に
よ
り
、
安
全
性

の
高
い
血
液
の
安
定
供
給
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
市
の
24
年
度
の
年
間
計
画

は
、
18
日
間
で
25
回
、
献
血

者
目
標
数
は
１
３
２
０
人
で

す
。
昨
年
度
の
目
標
は
１
２

５
０
人
、
実
績
は
１
１
７
６

人
で
達
成
率
は
94
・
1
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
。
地
域
で
の

献
血
の
他
に
、
福
岡
教
育
大

学
な
ど
で
の
「
学
域
献
血
」、

警
察
署
な
ど
で
の
「
職
域
献

血
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

は
、
血
漿
分
画
製
剤
（
血
液

凝
固
因
子
製
剤
な
ど
）
以
外

の
輸
血
用
血
液
製
剤
を
、
全

て
国
内
の
献
血
で
賄
っ
て
き

た
そ
う
で
す
が
、「
輸
血
利

用
者
の
85
パ
ー
セ
ン
ト
は
50

歳
以
上
の
人
で
、
献
血
者
の

80
パ
ー
セ
ン
ト
は
50
歳
未
満

の
人
で
す
。
少
子
高
齢
化
社

会
が
進
む
と
、
需
要
は
ま
す

ま
す
増
え
て
く
る
の
に
反
し

て
、
供
給
が
追
い
つ
か
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
」
と

力
丸
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
献
血
を
終
え
た

ば
か
り
の
本
郷
俊

治
さ
ん
、
み
ど
り

さ
ん
夫
妻
（
50
歳

代
・
40
歳
代
、
福

津
市
）
は
「
道

の
駅
む
な
か
た
に

買
い
物
に
来
ま
し

た
。
２
人
で
相
談

し
て
協
力
し
ま
し
た
。
献
血

は
20
年
ぶ
り
。
順
調
に
採
血

で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
」
と
に
っ
こ
り
。

　
北
九
州
市
若
松
区
か
ら
来

た
坂
口
智
昭
さ
ん（
40
歳
代
）

は
「
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

は
、
牛
乳
瓶
２
本
程
度
な
の

で
少
し
不
安
で
し
た
が
、
何

と
も
な
く
て
バ
ン
ザ
イ
で

す
」
と
元
気
に
バ
ス
を
降
り

て
い
き
ま
し
た
。

�

（
市
民
記
者
・
真
嶋
賢
一
）

みなさんの愛の贈り物みなさんの愛の贈り物みなさんの愛の贈り物

広げよう献血の輪

献血バスの中で採血をします

【今後の日程】

日程 会場 時間

３月 １日
（金） 自由ヶ丘コミセン

10:00〜12:30

13:30〜15:30

３月 ６日
（水）

南郷コミセン 10:00〜12:00

日の里コミセン 14:00〜16:00

３月27日
（水）

道の駅むなかた   9:30〜12:00

岬コミセン 14:00〜16:00
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